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序

 本書は、平成2年度に山形県教育委員会が発掘調査を実施した山谷新田遺跡・

 山海窯跡群の調査成果をまとめたものです。

 両遺跡は、山形県の北西部、日本海側に位置する飽海郡平田町にあります。町

 の東部は山々が連なる丘陵地帯で、その谷合には随所に水田潅漑用の溜池が造ら

 れています。池の周辺部の傾斜地及び山麓部には、以前から土器の散布がみとめ

 られ、これまで何回か調査が行われた結果、土器生産に関する古代窯跡群の分布

 地域として注目されてきました。

 調査では、古くは縄文時代の集落跡、平安時代の登窯跡群や製鉄遺構、中世の

 遺物群の確認及び発掘調査が行われ、多岐にわたる貴重な成果が得られました。

 遺跡は、一度壊してしまえば二度とは元に戻らないものです。埋蔵文化財は、

 私たちの祖先が長い歴史の中で創造し育んできた貴重な国民的財産といえます。

 調査により明らかにされた遺跡は、過去の生活の有様を彷彿と再現してくれるも

 のです。祖先の歴史を学ぶとともに愛護し子孫へと保存し伝えていくことが、現

 代に生きる私たちに課せられた重要な責務といえるでしょう。

 山形県教育委員会では、「心広くたくましい県民の育成」と地域文化の環境作り

 をすすめるために、今後とも県民福祉の向上を目的とした地域社会の整備と調整

 をはかりながら、埋蔵文化財の保護に努力を続けていく所存であります。

 本書が、埋蔵文化財に対する保護思想の普及もかねまして、皆様のご理解の一

 助となれば幸いと存じます。

 最後になりましたが、調査に御協力をいただいた地元の方々をはじめ関係各位

 に心から感謝申し上げます。

 平成3年3月

山形県教育委員会教育長木場清耕



例言

 1　本書は農林水産省東北農政局の委託を受けて、山形県教育委員会が平成2年度に実施

 した「国営農地開発事業鳥海南麓地区」にかかる、「山谷新田遺跡・山海窯跡群」の緊急

 発掘調査報告書である。

 2　遺跡の所在地山形県飽海郡平田町大字山谷新田字山海

 3　調査期間

 　　　山谷新田遺跡自平成2年10月1日～至平成2年11月9日(延29日間)

 　　　山海窯跡群自平成2年5月14日～至平成2年10月5日(延99日間)

 4　調査体制

調査主体     山形県教育委員会

調査担当     山形県埋蔵文化財緊急調査団

 調査担当者  事務局長補佐　佐々木洋治

 調査班長   　名和達朗・長橋至

 主任調査員　軽部文雄・伊藤邦弘

 調査員　      氏家白行・水戸弘美

 事務局事務局長　土門紹穂

 事務局長補佐　   斎藤久子

 庶務班長　         佐藤庄一・野尻侃

 主任事務員　      新関紘子・責問秀男・永井健郎・渋江正義

 5  調査においては、東北農政局鳥海南麓開拓建設事業所・平田町教育委員会・平田町農

 林課・県農地計画課・県農地建設課・庄内支庁鳥海南麓農地開発推進室・鳥海南麓地区

 国営農地開発協議会・庄内教育事務所など関係機関、並びに地元平田町・酒田市の方々

 のご協力を得た。ここに記して感謝申し上げる。

 6  本報告書の作成は、名和達朗・長橋至・伊藤邦弘・氏家信行が担当し、挿図・図版・

 表の作成には、小林延子・鈴木孝子・会田幸子・須藤ゆり子・吉田直子・平井あや子・

 三沢友子・高橋啓子・平吹恵美・海和由美子・佐藤由美子・駒米弘子の補助を得た。編

 集は、安部実・名和達朗・長橋至・伊藤邦弘が担当し全体は佐々木洋治が総括した。

 7  出土土器の胎土分析は、奈良教育大学教授三辻利一氏にお願いし、玉稿をいただいた。

 また製鉄遺構出土の鉱滓分析については、山形県工業技術センターの協力によるもので

 ある。厚くお礼申し上げる。なお遺構の写真測量、石器の写真実測は、シン航空写真株

 式会社に、考古地磁気年代測定は、株式会社パレオ・ラボに、土壌分析並びに樹種同定

 は、パリノ・サーヴェイ株式会社にそれぞれ委託したものである。

 8  現地調査と報告書の作成にあたって、つぎの方々からご指導とご助言を賜った。記し

 て感謝申し上げる。三辻利一・宇野隆夫・小川淳一・坂井秀弥・駒形敏朗・丹羽茂・

 村田晃一一・巽淳一郎(順不同・敬称略)



凡例

 1  本書で使用した遺構の分類記号は下記のとおりである。

  SQ一…一…一窯跡　　ST一一一一一一一住居跡　　EU一一一一一一埋設遺構

  SK一一一一一土壙　　EL一一一一一一一一カマド　　SD…一…溝跡

  EP一一一一…ピット　　SP一…一一一一一小穴　    　SX…一……性格不明遺構

 2  遺構番号は基本的に現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号として踏襲した。

 3  報告書執筆の基準は下記のとおりである。

 　　(1)遺跡全体図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

 　　(2)グリッドの南北軸は、磁北より7。16°東に傾いている。

 　　(3)遺構実測図は1/20・1/40・1/50・1/70・1/100縮図で採録し、各挿図毎にスケール

 　　を付した。

 　　(4)土層観察においては、遺跡を覆う基本層序をローマ数字で表し、遺構覆土につい

 　　　  ては、アラビア数字で表した。

 　　(5)出土遺物の器種分類は、黒色処理、ミガキのある土器は土師器、酸化焔焼成の土

 　　　 器は赤焼土器、還元焔焼成の土器は須恵器とした。

 　　(6)遺物実測図・拓影図・遺物図版は原則的に1/1・1/1.5・1/2・1/3で採録し、実測

 　　　 図については各々スケールを付した。

 　　(7)土器・陶磁器の断面のみ実測したものについては、右側に外面を左側に内面を表

 　　　 した。

 　　(8)遺物実測図中の○印は、赤焼土器を表している。

 　　(9)出土遺物計測表中の()内の数値は、図上復元による推計値を示している。

 　　（10）基本層序及び遺構覆土の色調の記載については、昭和45年度版農林省農林水産技
 　　　　 術会議事務局監修の「新版標準土色帖」に拠った。

 　　（11）本文中の遺物番号は、遺物実測図・遺物計測表・遺物図版ともに共通したものと

 　　　　  した。
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    図版24SQ1窯跡空中写真・横断面・図版54D調査区出土土器α励

    焚口部・遺物出土状況図版55D調査区出土土器⑮

    図版25SQ1窯跡完掘・断ち割り状況図版56D調査区出土土器⑰

    図版26SQ2窯跡空中写真・縦断面・図版57D調査区出土土器⑲

    焚口部・遺物出土状況図版58D調査区出土土器⑲

    図版27SQ2窯跡完掘・断ち割り状況図版59D調査区出土土器(2①

   図版28SQ3窯跡空中写真・縦断面・焚図版60D調査区出土土器(2D

    口部・遺物出土状況図版61D調査区出土土器(2⑳

    図版29SQ3窯跡完掘・断ち割り状況図版62D調査区出土土器(罰

    図版30SQ4窯跡空中写真・横断面・図版63D調査区出土土器(鋤

    窯壁・遺物出土状況図版64D調査区出土土器(2励

    図版31SQ4窯跡完掘・断ち割り状況図版65D調査区出土土器㈲

   図版32SK8土壙遺物出土状況・完掘図版66D調査区出土土器⑳

    図版33SQ14焼壁土±廣遺物出土状況・完掘

    図版34SQ16焼壁土壇土層断面・完堀

    図版35ST36住居跡

    図版36A調査区出土土器・石器

    図版37B調査区出土土器(1)

    図版38B調査区出土土器(2)

    C調査区出土土器(1)

    図版39C調査区出土土器(2)



 Ⅰ　調査に至る経過

 庄内平野の東部丘陵地帯には、数多くの埋蔵文化財包蔵地(遺跡)の分布がみとめられ、

 縄文時代の集落跡や古代の窯跡等が確認されている(「山形県遺跡地図」山形県教育委員

 会編昭和53年刊)。

 ここに国営農地開発事業・鳥海南麓地区が計画され、県教委では、遺跡と同開発事業と

 の調整をとるため、昭和60年度から遺跡詳細分布調査を行った。まず、60・61年度は地区

 内の現地踏査を行い、遺跡の所在・範囲等の確認を進め、次いで平成元年度は、より詳細

 な現況把握のため、調査可能な地区について約1mの大きさで試掘調査を実施した。

 平田町管内の同事業「第2号幹線道路(B)」について51ヶ所及び「山楯工区」について431

 ヶ所の試掘を行った結果、調査区域内に柱穴・溝跡・縄文土器・石器・須恵器・赤焼土器・

 焼土・窯体片等の遺構・遺物の出土がみとめられ、「第2号幹線道路(B)」では「山谷新田

 遺跡」、「山楯工区」では「山海窯跡群」の分布概要が確認された。

 それを基に、東北農政局鳥海南麓開拓建設事業所・県及び町の関係機関が協議を重ねた

 結果、山形県教育委員会が調査主体となり、緊急発掘調査による遺跡の記録保存を図るこ

 ととなったものである。

 II　遺跡の立地と環境

 山形県北西部は、日本海に面する海岸部、及びそれに平行して延びる庄内砂丘地帯、そ

 の東側に広がる庄内平野さらに出羽山地が南北に連なる。各河川は、平野を東西方向に横

 断し日本海へ注ぎ込む。山谷新田遺跡及び山海窯跡群が所在する飽海郡平田町は、人口約

 8,000人、庄内平野東部に位置する。東西23㎞南北18㎞面積179.01k㎡の町域で、西部水田

 地帯の平野部と出羽山地が連なる東部山岳地帯からなる。山々を源とする多くの沢は、中

 野俣川や田沢川となり相沢川に合流し、県内を縦走する最上川へと注ぐ。

 山谷新田遺跡は、相沢川右岸の段丘面に位置し、標高25m前後を測り、地目は畑地と一部

 山林である。

 山海窯跡群は、山谷新田遺跡北側の山間部に位置し、標高30～40mを図る小高い丘陵の尾

 根から谷合に立地する。地目は、主に杉や雑木の山林である。この一帯は、近年まで瓦生

 産用の粘土が採掘された地域であり、窯業生産地としての立地に適つた環境であるといえ
いずみやちしんためがんぜ

 る。これらのことを裏付けるように、本遺跡の近くには、泉谷地窯跡群、新溜遺跡、願瀬
やまにしざわにいやま
 山窯跡、西沢窯跡、新山B窯跡が分布し、古代の一代生産地であったことを伺わせる。一方

てくらだくまのだわせださくらばやし

 平野部には、手蔵田遺跡、熊野田遺跡、早稲田遺跡、桜林遺跡等多くの集落跡が消費地

 として分布する。
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 Ⅲ　山谷新田遺跡

 1 遺跡の概要と調査の経過

 遺跡は、相沢川右岸の台地上に立地する。中心部分は相沢川寄りの台地東側に存在する

 ものと思われる。今回の調査対象地区は、この台地と西側の山麓との境界部分に計画され

 た道路のため、結果的には調査区の大半は台地と山麓との間に形成された「沢」を対象と

 することとなった。

 調査は、平成2年10月1日から11月9日までの延29日間に亘って実施した。調査地区の

 概要を知るため、計画路線全域に21のトレンチを設定し遺構・遺物の分布を探った。その

 結果、調査地区を3地区設定し、すべて人力による調査を実施した。なお、グリッドは、

 本遺跡の調査に先行して実施した隣接する「山海窯跡群」のグリッドと共通である。

 各調査区の調査経過・概要は以下のとおりである。

 Ⅰ調査区10月9日より粗掘開始、幅員より50cm程内側に調査区を設定。調査面積は、

 約177m2を計る。表土掘り下げ後、土墳2基(SK1・2)及び焼土の広がりを検出。遺物

 は、縄文時代中期(大木7b式期併行)を中心に、平安・中世の遺物も若干出土する。出土状

 況から、流れ込みによる堆積と考えられる。平面プラン確認後、10月24日から焼土の掘り

 下げ、遺構の精査に入る。旧地形では、対象地区が「沢」であることが明らかになる。遺

 物はこの地区で約40箱出土した。9割が縄文時代中期の所産である。II・ⅢI地区と平行し

 て調査を進めたため、記録等の終了は11月6日であった。

 Ⅱ調査区山海窯跡群に隣接する調査区である。計画路線センターを中心に幅3m・長

 さ50m計150m2のトレンチ状の調査区を設定した。10月3日より粗掘りに入った。遺構は検

 出されない。遺物は流れ込みと考えられる縄文時代中期の土器片・平安～中世の土器片が

 若干出土したに留まる。面整理と壁の土層断面実測・注記を行ない10月15日に調査を終了

 した。

 Ⅲ調査区1・II調査区の中間に設定した調査区である。トレンチによる試掘で焼土が
 確認されたため拡張した。旧地形の沢に焼土が堆積している状況を呈した。10月31日より

 開始し、11月8日で記録を終了する。調査面積は60m2である。

 なお、トレンチによる調査面積は175m2、1～m期を含めた総調査面積は562m2を計る。

 調査終了間際の11月8日には、主に関係機関を中心に現地説明会を開催した。

 今回の調査は、遺跡の中心部分からやや離れた地区を対象としたため、山谷新田遺跡の

 全体については不明な点が多い。限られた調査区から推測すると、時期的には縄文時代中

 期中葉、平安時代、中世の3時期に営まれたことがわかる。中心は、既述のとおり縄文時

 代中期であるが、台地の平坦面には、何らかの平安・中世の遺構の存在が考えられる。隣

 接する山海窯跡群との関連については、現在不明である。立地的には何らかの関連する遺

 構の存在は考えられるが、この点については、今回の調査からは推測の域に留めざるを得

 ない状況である。





山谷新田遺跡

 2遺構と遺物

 (1)遺構

 検出された遺構は、Ⅰ調査区で土壙2基・焼土、II調査区で焼土の広がり1地点である。

 Ⅰ調査区

 SK1(第6図・図版3)

 調査区西側、山寄りの斜面に位置する。長径110cm・短径90cm・深さ40cmを図る楕

 円形のプランを呈する。堰底は平坦で覆土中層に拳大の礫を含む。出土遺物は縄文中期(大

 木8a式)土器片1点、平安時代須恵器甕体部破片1点である。平安期以降の所産と考えら

 れる。

 SK2(第6図・図版3)

 SK1の南側4mに位置する。長径115cm・短径100cm・深さ55cmを計る。堰底は

 やや丸みを呈し、人頭～拳大の礫が落ち込んでいる。出土遺物は縄文中期(大木7b式・撚
 糸圧痕)土器片1点、フレイク2点、平安時代須恵器甕体部破片1点、中世の珠洲系陶器擂
 鉢破片2点である。中世以降の所産と考えられる。SK1・2とも自然堆積の様相を呈す

 る。

 焼土(第3図・図版2)

 調査区北半部東側に集中して検出された。旧地形の沢部分に堆積している。一次的堆積
 と考えるよりは、周辺部からの流れ込みと推測される。覆土中に縄文土器と中世の珠洲系

 陶器が混入するため、中世以降の所産と考えられる。性格は不明である。

 Ⅲ調査区

 焼土の堆積状況は1調査区と同様である。やはり、縄文時代中期の土器片、石器に中世
 の珠洲系陶器が混入する。中世以降の所産と考えられる。

 (2)遺物

縄文時代

 (土器)施文方法から大きく4群に分けられる。ここでは、文様の特徴を記述する。
 1群土器(第8図1～20)撚糸圧痕文を主体とする一群。1～7は浅鉢である。1はく

 字状に口縁部が屈曲し、X状の区画に沿って撚糸圧痕が施される。2は口縁部に縦位圧痕、
 体部上半に沈線による幾何学文が施文される。4も同様である。3は1同様、X字状の区
 画と撚糸圧痕の組合せである。5は渦巻状の小突起が付く。6は細い撚糸圧痕と粘土紐貼
 り付けの組み合わせである。7はX字状の区画内に横位に撚糸圧痕が施文される。体部は
 無文となる。8～12は口縁部が直あるいはやや内蛮しながら外反する深鉢である。8は口
 縁部に隆帯が横走し、隆帯上に縦位に刻みが施される。隆帯下位に撚糸圧痕、刺突で文様
 が描出される。9がすべて撚糸圧痕文である。10はX字区画内に縦位に撚糸圧痕が11・12
 は口縁部に波状に隆帯が付けられ、隆帯上、口唇・隆帯下位に撚糸圧痕が施される。13は
 口縁部から体部に、縦位、連弧文、隆帯、連弧文の組合わせで、文様が描出される。13～
 20はキャリバー形の器形をもつものである。口縁部に縦位に撚糸圧痕が施される14、X字
 区画と撚糸圧痕の組合わせ(19・20)粘土紐貼りつけ・隆帯との組み合わせ(15～18)等が認
 められる。
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 Ⅰ調査区土層注記
 1:褐色(10YR4、/4)砂炭化粒・焼1二粒を多量に含み、しまっている。
 2:黒褐色(10YR3!1)シルト質lcm大の炭化物、焼h粒を多量に含む。

 しまっている。
 3:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質少最の炭化物、大小の礫を含む。

 しまっている。
 4:暗褐色(5YR3/4)砂焼L塊を多量に含む。溶解粒・塊が多量に混在

 する。
 5:暗褐色(10YR3/8)シルト質焼h粒、炭化物を多量に含む。部分的に

 褐色砂を含む。
 6:暗褐色(10YR3/3)シルト質少量の炭化物を含む。やわらかいがしま

 っている。
 7':明褐色(7.5YR5/6)シルト質焼h粒。炭化粒を少量含む。やわらかい。
 8:灰黄褐色(10YR5/2)シルト質粘L大小礫、砂を含む。3に類似する。
 9:暗褐色(10YR3/3)シルト質微量の炭化粒・焼.h粒を含み、しまって

 いる。
 10:暗褐色(10YR3/4)シルト質9と同様の・L質を、tする。
 11:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粗い砂粒を含む。地山。
 12:黒褐色(10YR2/3)シルト質炭化粒・焼∫h粒を微量含む。

 Ⅲ調査区壁土層断面注記
 Ⅰ:褐色(7.5YR4/6)シルト質表.L。弱い粘性がある。小礫を含み、や

 わらかい。
 Ⅱ:暗褐色(10YR3/3)シルト質粘』h炭化粒を少量含む。1に比し、しま

 っている。
 Ⅲ黒色(10YR2/1)シルト質谷地性の未分解有機物を多量に含む。
 Ⅲ:暗褐色(10YR3/3)シルト質IIIと同質。しまりがなく、やわらかい。
 Ⅳ:褐色(10YR4/4)シルト質粘土黄褐色粘土粒、酸化鉄、砂粒を含み、

 しまっている。
 V:灰黄色(2.5YR7/2)粘'L地山。かたくしまっている。
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 SKl土層注記
 1:黒褐色(10YR2/3)粘し質シルトにぶい黄褐色粘1二質シルト(10YR4/3)をまだらに30%程含む。
 2:黒褐色(10YR2!2)粘し質シルト赤褐色シルト塊(5YR4/6)・炭化粒・にぶい黄褐色粘土質シルトを班状に含む。
 3:褐色(10YR4/4)粘h質シルト礫を含み、ややしまっている。
 4:褐色(10YR4/6)粘h質シルト3に比しきめが細い。礫を含む。

 SK2土層注記
 1:褐色(10YR4/4)粘し質シルトlcm大の炭化物を少111t、礫をやや多量に含む。
 2:褐色(10YR4!4)粘し質シルト炭化物を帯状に含み、しまっている。
 3:暗褐色(10YR3/4)粘し質シルト炭化粒を点状に含む。ややしまっている。
 4:暗褐色(10YR3/4)粘h質シルト黄褐色粘h質シルト(10YR5お)・炭化物を班状に含む。
 5:暗褐色(10YR3/3)シルト質多鼠の炭化物、少量の焼1い細砂を含み、しまりがない。
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土層注記
 1.暗褐色(10YR3/3)シルト質多量の礫、少量の炭化物、焼土を含む。

 2.暗褐色(10YR4/3)シルト質炭化物・焼土・小礫を多量に、若干の黄褐色シルト質ブロックを含む。
 3.暗褐色(10YR3/3)シルト質炭化物・焼土・砂粒を少量含む。

 4.褐色(10YR4/4)シルト質多量の焼土・炭化粒を含み、しまっている。
 5.黒褐色(10YR2/3)シルト質炭化粒と焼土を少量含み、しまっている。
 6.褐色(10YR6/4)細砂微量の炭化粒・焼土を含み、しまっている。
 7.黄褐色(10YR8/5)シルト質粘土炭化粒・焼土を少量含み、しまっている。

 8.暗褐色(10YR4/3)シルト質炭化粒・焼土・砂粒・黄褐色シルトを含み、しまっている,
 9.褐色(10YR4/4)シルト質細砂大量の炭化物、微量の焼土粒を含み、しまりがない。

 10.褐色(10YR4/4)シルト質炭化粒・焼土・砂粒を含み、しまりがない。
 11.黒褐色(10YR3/2)シルト質・大量の炭化物、焼土を含む。かたくしまっている。
 12.明褐色(7.5YR8/5)細砂炭化粒・焼土・小礫を含み、かたくしまっている。
 13.暗褐色(10YR3/3)シルト質少量の炭化粒・焼土、黄褐色シルトブロックを含みしまっている。
 14.黄褐色(10YR8/5)粘土質シルト炭化粒を含み、かたくしまっている。
 15.黒褐色(10YR3/2)シルト質、炭化粒、焼土・黄褐色シルトブロックが混在し、しまっている。
 16.暗褐色(10YR2/3)シルト質微量の炭化粒・焼土を含みやわらかい。
 17.暗褐色(10YR3/3)シルト質炭化粒を少量含み、しまっている。

 18.褐色(10YR6/4)細砂6と同様の土質を示す。
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山谷新田遺跡

 2群土器(第9図21～33)粘土紐貼り付けを主体とする一群。21は大型の浅鉢である。口

 縁部が直立し、体部は無文となる。22は深鉢で、キャリバー形の波状口縁(4突起)となる

 器形が予想される。貼り付けば丁寧で、両側縁に沈線を施す。23はX字の隆帯上に半截さ

 れた棒状工具で爪形文様に刺突が施される。体部には沈線により文様が描出される。24は

 細い棒状工具で縦位に刻まれた沈線上に粘土紐を横位・小波状に貼付している。25はキャ

 リバー形の深鉢で、口縁部に小突起を有し、口唇部にも粘土紐による文様が施される。26

 ～28は大型の深鉢体部片で、波状、幾何学文様が描出される。29は、隆帯が渦巻状に意匠

 される。30～33は小型のキャリバー形の深鉢である。粘土紐貼り付けと、両側縁への沈線

 による渦巻文が特徴的である。基本的には頸部に数条の沈線が横走し、体部文様帯と区画

 される。

 3群土器(第10図34～47)沈線による文様描出を主体とする一群。34は今次調査唯一の完

 形土器である。口縁部に小突起が付き、3条の沈線が横走する。体部はLR縄文が全体を

 おおう。35も浅鉢である。口縁部にX字状の区画、体部上半に幾何学文が描出される。36・

 37は口縁部が直線的に外反する深鉢である。38は浅鉢となる。口縁部に縦位の沈線が施文

 され、下位に幾何学文が描出される。39はやや大型のキャリバー形深鉢の波状口縁部であ

 る。40は口唇部が小波状を呈し、併せて、小波状の粘土紐の貼付がみられる。頸部に沈線

 が2条以上入り、体部と区画する。41は大型の深鉢で、口縁部X字状の区画間に、小突起

 様の作り出しが付けられる。文様の中に渦巻の意匠がみられる。頸部に粘土紐が横走され、

 文様帯を区画する。42・43は深鉢である。両者とも口唇部に波状の粘土紐が貼付され、口

 縁部に沈線を横走させ文様帯を区画している。43は渦巻状の小突起が付けられ、口唇部の

 粘土紐による小波状文は、交互刺突による。44は口縁部の外反する小型の深鉢である。波

 状口縁となり、頸部に沈線が4条横走する。体部文様はここから垂下する平行沈線のみで

 ある。地文はRL横位施文。45は小型の深鉢で粘土紐貼り付けと沈線の幾何学文様が施文

 される。46・47は体部片、46は隆帯上に原体が押圧される。

 4群土器(第11図48～70)半裁竹管・半隆起線により文様が描出される一群。北陸系の土

 器群である。48～50は口縁部に蓮華状文が見られる。器形的には48・50が直立する口縁、

 49はキャリバー形となる。48は体部に正位格子目状文が充填される。51～53は口縁部に縦

 位に短い沈線が施されるものである。縦位短線下位には半隆起線が横走し、51・52の場合

 は下位に縦位で平行沈線が並ぶ。また口縁部は折り返し口縁的な造りである。また、横走

 する半隆起線には爪形文が施されるものもある。53は口縁部に縦位に半隆起線が施文され

 る。55は横走する半隆起線間に、棒状工具先端で縦位に刻目状に沈線が施されている。56

 は正位格子目状文と半隆起線の組合せ、57は口縁近くの資料で、隆帯上に刻目が入り、半

 隆起線間は爪形文が充填される。58・59はキャリバー形の深鉢で、口縁部から半隆起線が

 縦位に施文され、小突起が付けられる。60は小突起をもつ小型の深鉢で口縁部は外反する。

 61～63は体部に広義のB字状文が描出されるもの。64は浅鉢と思われる。65～67は爪形文

 が主体となるもの。68～70は深鉢体部資料で、撚糸文が施される。
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 土偶(第12図71～73)

 3点出土した。71は脚部資料である。横位の沈線が5条刻まれる。72は頭部・体部以外

 欠損している。棒状工具先端で文様が描出される。73は頭部・腕部、脚部を欠く資料であ

 る。妊娠中の腹部が強調されている。文様は棒状工具先端で正面・側面にのみ描出される。

 石器(第13～15図)

 全体で97点出土した。そのうち、欠損の著しいもの、磨石等は図化していない。石鏃は

 5点出土した。形態により、無茎のものを1類、さらに先端の角度の大きいタイプを1a、

 鋭いタイプを1bとした。有茎を2類とした。1点のみの出土である。石錐は3点出土し

 た。石匙は欠損品を含め3点、10は刃部が斜行する。11・12は縦形の石匙である。箆状石

 器は23点出土した。形態と刃部の造り出しで分類した。1:優形を呈し、刃部が片刃状と

 なるもの。1aは両面加工、1bは片面加工か両面の一部加工。2:擾形で刃部が両刃状と

 なるもの。2aは両面加工、2bは原則として片面のみの加工。3:短冊形で刃部が片刃状

 のもの。3aは両面加工、3bは原則として片面加工。4:短冊型で刃部が両面加工のもの。

 4aは両面加工、4bは原則として片面加工。5:優形で欠損品(分類不能)6:短冊形で欠

 損品(分類不能)7:不明あるいは製作途中。打製石器では、以上の器種の他、スクレイパ

 ー等が数点出土している(第21図4～9)。その他、磨製石斧6点、磨石凹石、砥石計20点

 (図版化15点)が出土している。凹石は大半が磨石兼用である。表中で器種について示した。

 平安時代の遺物(第16図1～24)

 土錘・土師器・赤焼土器・須恵器が出土した。1は土錘で長36mm、太11㎜を図る。土

 師器は2点(2・3)出土した。いづれもロクロ成形で内面黒色処理+ミガキの施された坏

 で、底部切り離し技法は回転糸切りによる。赤焼土器は、坏、甕、鍋の器種が認められる。

 4は小形で器厚がやや厚い坏、5～10は口縁部がく字状あるいは外反するロクロ成形の甕

 である。11・12は鍋と考えられる。13・14はタタキによる甕体部資料である。15～24は須

 恵器である。15は底部資料で切り離しは回転ヘラ切り技法による。16は大型の坏で、口縁

 部が平坦に造り出される。17は高台付皿、18～20は壷である。18は長頸壷、19は肩部に自

 然粕がかかる。21～24は甕体部資料で、タタキは平行、格子目、青海波文等がみられる。

 中世の遺物(第17図25～34)

 青磁・珠洲系陶器が出土している。25～28は龍泉窯系の青磁の碗である。25の内面に描

 かれた文様は草花と考えられる。胎土は白色、粕は半透明の灰色である。26の蓮弁は小さ

 く、不明瞭な鏑が見られる。胎土は灰色、粕は半透明であるが白濁する。27は線刻による

 蓮弁文である。胎土は白色、粕は半透明の淡緑色である。29～34は珠洲系陶器の擂鉢であ

 る。29は小破片資料のため、卸し目の有無は不明である。30は14本、31は17本、33は11本

 を一単位とする卸し目が直線で入れられる。31の底部は静止糸切り痕と、草木状圧痕が認

 められる。32は5本を一単位をする卸し目が曲線で描かれる。黒色に変色しており、2次

 火熱を受けたものと考えられる。34は14本を直線で、10本を曲線で描き、口縁端面にも曲

 線の櫛目が施されたものである。
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 3 まとめ

 本遺跡は縄文時代中期・平安時代・中世の各期に営まれた遺跡である。今次調査では調

 査対象地区が限定されたため、遺跡全体の様相については明らかにされていない。しかし、

 集落の東際の沢部分の調査のため、投棄あるいは周辺部からの流れ込みによると考えられ

 る比較的多量の遺物により、遺跡の時期的な特徴はある程度明らかになったといえよう。

 遺構は、1調査区のSK1・2に限られるが、いづれも中世を遡らないものである。ま

 た、Ⅰ・Ⅲ調査区で検出された焼土層中に中世の遺物が包含されており、やはり、この焼

 土体積も中世を遡らないものと考えられる。この焼土については、沢に堆積している点、

 部分的に検出される点、遺物の出土状況等から、今回の調査対象区外からの流れ込みによ

 るものと推測される。焼土中に陶質の溶解片等が含まれることから、かなりの高温による

 焼成を施した何らかの遺構の存在が近辺で予想される。

 遺物は、土器を中心に、本遺跡の時期を特定するに足る資料が出土したことは一応の成

 果といってよい。すなわち、縄文時代については、中期大木7b式～8b式併行の土器(1

 ～3群土器)に限定されて出土しているのである。さらに、北陸からの影響を受けた第4群

 土器の存在は、庄内地方羽黒町郷ノ浜」遺跡でみられたような例を増加させるものであっ

 た。土器全体に占める4群土器の割合は約1割程(概算)だが、大木式土器と新保～新崎式

 期の土器の共併は日本海側の該期の交流を考える上で特記する必要があろう。石器は箆状

 石器が他の器種に比し多量に出土している点に注目される。ただし、調査地区が限定され

 ているため、石器全体組成についての言及は避けなければならないが、本遺跡の特色のひ

 とつとして考慮することは可能である。石器についての分類は、石鏃と箆状石器に留めて

 いるのはその事由による。

 平安・中世の遺物は少量である。全体で5箱程の出土である。平安期については、隣接

 する山海窯跡群との関連が予想されるものの、遺跡全体が不明のため、深くは言及できな

 い。出土遺物は、山海窯跡出土遺物と大差ない特色を示すことから概ね9世紀末に想定さ

 れる土器群であろう。中世については、青磁4点(龍泉窯)、珠洲系陶器が出土している。

 擂鉢の器形、卸目の形状から14世紀の所産と考えられる。

参考文献

 1山形県教育委員会  1981  『山形県埋蔵文化財調査報告書第50集郷の浜J遺跡発掘調
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 2石川県立埋蔵文化財センター  1983  『鹿島町徳前C遺跡調査報告書(IV)』

 3      〃                             1986  『鹿島町徳前C遺跡調査報告書(II・1【1)』

 4能都町教育委員会・真脇遺跡発掘調査団  1986  『真脇遺跡』

 5山形県教育委員会  1984  『山形県埋蔵文化財調査報告書第75集水木田遺跡発掘調

 査報告書』
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山海窯跡群

 Ⅳ  山海窯跡群

 1 遺跡の概要と調査経過
 遺跡は、丘陵地に立地する窯跡であり、調査はすべて手掘りにより行った。まずその詳

 細な分布状況把握のため、平成元年度の試掘調査結果や窯の所在が予測される地形等を観

 察しながら丘陵斜面や平場について、幅約70cmでトレンチを等高線に平行に入れ、確認を

 進めた。伐採で廃棄なった樹木や枝の片付け及び雑木の伐採や下草刈り等、調査地の環境

 整備をその都度行いながら5月から6月上旬、7月上旬、8月上中旬と線掘り作業を実施

 した。述べ日数は19日間程、長さはおよそ2,300mに及ぶ。

 また、これと並行して窯跡の磁気探査を行ったところ、密集して分布するのでなく、谷

 合毎に数基づつ分布する様相が予測されたので、トレンチ調査の後半はその実証を主とし、

 最終的には、全体で10基の窯跡の所在が確認なった。内4基が今年度の調査対象である。

 次ぎに、トレンチ調査による遺構・遺物の検出状況や磁気探査結果を基にA～D調査区を

 設定した。各調査区のグリッド基準杭は工事用の20m方眼杭に合わせ、最小単位は5mとし

 た。グリッドのY軸方向は、N-7。16'一Eを測る。

 調査はB調査区から始め、最初表土の粗掘り・伐根、次いで面掘りによる精査、遺構・

 遺物の検出、遺構の精査、写真・断面図作成等の記録作業の順で実施した。途中6月から

 A・C調査区も同様に始め、7月はA～D調査区、8月はB～D調査区、9・10月はD調

 査区と、それぞれ並行して作業を進めた。トレンチと拡張調査区合わせた面積は、5,900m2

 である。

 窯跡が確認されたのは、D調査区で、工事範囲の南東部に位置する。2つの谷が入る地

 形で、斜面から4基の登窯が検出なった。谷を登った丘陵頂上部の平場は、竪穴住居跡1

 棟、土壙群の分布地点である。土壙の中には、焼壁を有するものもみとめられた。

 A調査区は、工事範囲の南部に位置し、山谷新田遺跡北側に隣接する。丘陵頂上部に大

 きな礫群が露出し、中には多面に半球形の凹みをもつ石もみとめられ、人工に積まれた施

 設跡を想定して調査に入った。

 B調査区は、中央部に位置する。湿地帯からのびる丘陵でしかも斜面上に遺物の散布が
 みとめられることから、登窯を想定して丘陵尾根から西側斜面沿いに、トレンチを拡張し

 て設定した地区である。

 なお、湿地帯周囲に設定したトレンチからは、焼土及び多量の遺物が検出され、3基の

 登窯の所在が確認できた。さらに、窯跡検出の丘陵が、古墳を想定する地形のためトレン

 チを入れたが、それを示す土層断面は確認できなかった。

 C調査区は、北東部に位置する。工事境界線である農道脇のトレンチ調査で土壙内から
 須恵器壷の一括土器及び覆土に焼土と炭化物を多量に含む大形土壙が検出された場所で、

 東西2つの拡張区を設定した。
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 2 A調査区の遺構(第21～27図表一3図版16・17)

 A調査区の標高は40～45mを測る。丘陵頂上部に広がる礫群については、地山上面まで掘

 り下げた結果、その分布状況や重なり及び土層断面等に人為的な痕跡は確認できなかった。

 なお、表面に剥離面をもつものがあるが、縁辺部に穿孔を入れた痕が残ることから、時期

 不明であるが、後世に石を切り出したものと考えられる。

 凹みをもつ石は、調査前の環境整備段階で確認なった。位置は、5-4Gである。凹面

 は平滑に窪み、明らかに人為的である。その周囲からは、土墳や関連する遺物等は確認で

 きず、時期は不明である。丘陵頂上付近に位置することや、地表面に露呈する状況から祭

 祀あるいは信仰(註1)に関するものと考えられる。

 遺構は、XⅢ層地山上面の精査の際土色変化により検出された。土墳群が主体で調査区

 北部と南部の緩傾斜地に分布する。平面形楕円形で、断面フラスコ状形態の遺構で、6基

 検出された。規模は、径約1m～3m大の大きさに分けられる。覆土内の遺物は少なく、

 SK11(第22図)から板状の炭化木、SK15(第23図)から石鏃1点、SK20(第27図)床面か

 らトチの実と思われる少量の炭化物が出土した。時期は、調査区内出土土器から縄文時代

 中期前半の所産と考えられる。遺跡は、そのすぐ南側が段丘面で、縄文時代の集落跡であ

 る山谷新田遺跡に隣接し、本調査区は、その範囲延長上に位置するものといえる。

 註1飽海郡八幡町御嶽神社参道脇に、凹みを有する石がみとめられる。凹みには、拳大の丸い石がそこに納ま

 るように置いてあり、地元の話しでは、祈願する際それで凹みを敲くのだそうである。

 3A調査区の遺物(第28図図版36)

 出土遺物は、ほとんどが包含層出土で、総数915点を数える。その内容は、縄文土器・石

 器・須恵器で、総数の98%以上が縄文時代のものである。

 縄文土器は、大形の深鉢主体である。ほとんど小片のみであるが、口縁部が外傾するも

 のと、内蛮しキャリバー形を呈するものがある。撚糸圧痕を口縁部に施文するもの(3・4・

 6)、口縁部貼付の輪状粘土紐内に刺突を施すもの(5)や、粘土紐の上に円形刺突を連続する

 もの(7～9)、縦位の連続刺突を口縁部に巡らす一群(10・11・18)は、縄文時代中期大木

 7b式併行の特徴を示す。また、小波状の隆起線(12～15)や沈線文⑰、渦巻き状に沈線を

 施すものα6)は、大木8a・8b式併行の一群と考えられる。撚糸地文に隆起線を施すもの

 (1)や半截竹管による沈線文を連続するもの(2)は、北陸系の特徴がみとめられる。

 石器は、石鏃、石匙、箆状石器、フレイクに分けられる。石鏃は、SK15覆土出土の無

 茎のもの鵬剥片作出の際の主要剥離面を残し、基部に4㎜の拗を施す。有茎のもの⑫D

 は、細みで中軸に稜が通り、中央下部に茎を作出する。石匙は、横型で側縁部中央にやや

 大ぶりなつまみをもち、刃部は片面加工である⑳。箆状石器は、断面菱形で、平行な側縁

 部に丸みのある刃部をつくる⑳。刃部形成は、両面加工による。

 歴史時代の出土遺物は、須恵器片である。皿3点・壷3点・甕9点の器種がある。出土

 位置は、主に礫群の分布する丘陵頂上付近である。
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  A調査区基本層序土層注記1:暗褐色(10YR3/3)微砂草木の根・葉を多量に含む。しまりなく崩れやすい。腐葉土。
  II:褐色(10YR4/6)シルトブロック状に黄褐色の礫を混入。固くしまっている。
  Ⅲ褐色(10YR4/6)シルト微量の砂を含む。固くしまっている。
  IV:褐色(7.5YR4/3)シルト径2cm大の礫を含む。しまりがなく崩れやすい。撹乱。
  V:黒褐色(7.5YR3/2)シルト小礫を含む。しまりがなく崩れやすい。
  VI:褐色(7.5YR4/4)シルトブロック状に暗褐色シルトと微量の黄褐色シルトを含み・小礫も含む。しまりがない。
  Ⅶ:暗褐色(10YR3/3)シルト固いが、しまりがなく崩れやすい。
  Ⅷ:黒褐色(10YR2/3)シルト黄褐色シルトをブロック状に少量と礫を含む。固いが、しまりなく崩れやすい。
  IX:黒褐色(10YR2/2)シルト固くしまっている。
  X:暗褐色(10YR3/4)シルト1層に類以し、しまりなく崩れやすい。
  XI:暗褐色(10YR3/4)シルト炭化粒を微量含む。固くしまっている。
  XII:暗褐色(10YR3/4)シルト微量の炭化粒・黄褐色シルト・赤褐色シルトをブロック状に含む。崩れやすい。
  XIII:黄褐色(10YR5/8)粘土質シルト木の根・礫を含み固くしまっている。地山。

  B調査区基本層序土層注記
  Ⅰ:褐色(7.5YR4/4)シルト腐葉土。しまりなく崩れやすい。表土。
  Ⅱ:にぶい褐色(7.5YR5/4)シルト遺構確認面。炭化粒・土器片を含む。固くしまっている。
  Ⅲ:黄褐色(10YR5/6)シルト粘性が強く、固くしまっている。(ハードローム)
  Ⅳ:明褐色(7.5YR5/8)シルト黄褐色粘土粒を含む。粘性が強く、固くしまっている。
  Ⅴ:明赤褐色(5YR5/6)シルト少量の黄褐色粘土粒を含む。粘性が強く、固くしまっている。
  Ⅵ褐色(7.5YR4/3)シルトしまりなく崩れやすい。
  Ⅶ:褐色(7.5YR4/4)シルトしまっているが、やわらかい。
  Ⅷ:褐色(10YR4/6)シルトしまりがあり固い。地山。



 C調査基本層序土層注記
 Ⅰ:褐色(10YR4/4)シルト多量に木の根を含み、もろく崩れやすい。
 II:黄褐色(10YR5/6)シルトVⅢ層の土を点状に含む。しまっている。
 Ⅲ:黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト固くしまっている。
 Ⅳ:褐色(10YR4/4)シルト暗褐色シルト(10YR3/4)を班状に40%含む。
 V:黄褐色(10YR5/6)シルト暗褐色シルト(10YR3/4)を点状に含む。しまっている。
 Ⅵ褐色(10YR4/6)シルト炭・榿色シルト(7.5YR6/8)を点状に少量含む。SK3。
 VII:褐色(10YR4/6)シルト均質で、VI層より枯1生がある。しまっている。
 Ⅷ:黄褐色(10YR5/8)シルト地山。

 C調査区基本層序土層注記
 Ⅰ:暗褐色(10YR3/4)シルト木の根を多量に含む。もろく崩れやすい。
 II:褐色(10YR4/4)シルト炭化粒を点状に少量含む。しまっている。
 Ⅲ:褐色(10YR4/4)シルト炭化粒を点状に少量含み、木の根を多量含む。崩れやすい。
 IV:褐色(10YR4/6)シルト炭化粒を点状に、暗褐色シルト(10YR3/4)を班点状に含む。
 V:黄褐色(10YR5/6)シルト木の根を含む。しまっている。
 Ⅵ:黄褐色(10YR5/8)シルト均質でしまっている。地山。

 SK25土層注記
 1:黄褐色(10YR5/6)シルト炭化粒を点状に3%含み、土器も含む。
 2:褐色(10YR4/6)粘土質シルト多量の炭化粒を班点状に含む。

 D調査区基本層序土層注記
 Ⅰ:腐葉土多量の木の根を含む。
 II:暗褐色(10YR3/3)粘土質シルト黄褐色粘土質シルト(10YR5/8)を1%含み、木の根・土器も含む。
 Ⅲ:黒褐色(7。5YR2/2)粘土質シルト黄褐色粘土質シルト(10YR5/6)を1%含み、木の根を含む。
 Ⅳ:明黄褐色(2.5Y7/6)シルト質粘土固くしまっている。地山。





 SK11土層注記

 1:黒褐色(7.5YR3/2)粘土質シルト
 2:黒褐色(7.5YR2/2)粘土質シルト
 3:暗褐色(7.5YR3/3)粘土質シルト
 4:暗褐色(7.5YR3/3)粘土質シルト
 5:暗褐色(7.5YR3/3)シルト質粘土
 6:明褐色(7.5YR5/6)シルト質粘土
 7:褐色(7.5YR4/4)粘土
 8:褐色(7.5YR4/4)粘土粘性が強く

 炭・礫を含み、

 炭・礫・根毛を含み、やや固くしまっている・。
 炭・礫を含み、固くしまっている。
 明褐色シルト(7.5YR5/6)を点状に少量含み、やや固くしまっている。
 細砂と礫を含み、やや固くしまっている。
 炭・礫を含み、粘性があり、ややしまっている。
 明赤褐色粘土(2.5YR5/8)を南側に含み、炭を少々、礫を多量に含む。固くしまっている。

 しまっている。
 、灰白色シルト(7.5YR8/1)を含む。
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 3:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト礫・少量の木の根と7の土を斑点状に含み、しまっている。
 4:褐色(7.5YR4/4)粘土質シルト木の根を含み、しまっている。
 5:黒褐色(10YR2/3)粘土質シルト木の根・炭・少量の礫と3の土を斑点状に含む。固くしまっている。
 6:にぶい褐色(7.5YR5/4)粘土質シルト黒褐色粘土質シルト(5YR2/2)を帯状に含む。固くしまっている。
 7:明褐色(7.5YR5/6)粘土質シルト8の土を斑点状に、にぶい黄橙色粘土を下層部に帯状に含む。
 8:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト12の土・炭を含み、ややしまっている。
 9:明褐色(7.5YR5/6)シルトもろい礫・炭・木の根を含む。ややしまっている。
 10:橙色(7.5YR6/8)シルト質粘土8の土を斑点状に含み・固くしまっている。
 11:褐色(10YR4/6)粘土質シルト12の土と多量の炭・礫を含む。ややしまっている。
 12:明褐色(7.5YR5/6)粘土質シルト12の土を斑点状に含み、ややしまっている。
 13:橙色(7.5YR6/6)粘土質シルトにぶい黄橙色シルト質粘土を斑点状に含み、8の土も少量みられる。しまりはあるが、はがれやすい。



 SK17土層注記

 1:暗褐色(7.5YR3/3)耕作土。根を含み、しまりなし。
 2:褐色(7.5YR4/3)粘土質シルト炭・礫・木の根を含む。固くしまっている。
 3:黒褐色(7.5YR3/2)粘土質シルトにぶい褐色粘土質シルト(7.5YR5/4)・炭・木の根を含み、2よりしま

 りあり。

 4:にぶい褐色(7.5YR5/4)粘土質シルト黒褐色粘土質シルト(7.5YR3/2)を底層に帯状に含み、炭化物も含
 む。固くしまっている。

 5:榿色(7.5YR6/6)粘土質シルト8の土を斑状に含む。しまっている。
 6:黒褐色(10YR2/3)粘土質シルト7の土を点状に若干量含み、炭・木の根も含む。困くしまっている。
 7:明褐色(7.5YR5/6)粘土質シルトにぶい黄澄色粘土(10YR7/2)・少量の礫を含む。固くしまっている。
 8:黒褐色(7.5YR2/2)粘土質シルト9の土を帯状に含み、石も含む。固くしまっている。
 ※5～8は自然堆積層
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  SK21土層注記

 1=暗褐色(10YR3/3)シルト　　　　　　　　礫・木の根・少量の炭を含み、もろく崩れやすい。
  2=暗褐色(10YR3/4)シルト　　　　　　木の根・炭・礫を含み、3の土を斑点状に混入。しまっている。
  3:褐色(10YR6/4)粘土質シルト木の根・礫を含み、固くしまっている。
  4:橙色(5YR6/8)シルト質粘土　　　　　　にぶい橙色シルト質粘土が底層に帯状に混入し、礫・炭を含む。
 5:褐色(10YR4/6)粘土質シルト　　　　　　2と11の土を斑状に含み、炭・木の根・礫も含む。しまっている。
 6:明褐色(7.5YR5/6)粘土質シルト　　　　にぶい黄橙色粘土質シルトと2の土をブロック状で含み、炭・木の根も

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　含む。固くしまっている。

  7:褐色(10YR4/6)粘土質シルト9と6の土が斑状に混入し、炭・木の根・礫を含んでいる。しまっている。
 8:黄橙色(10YR7/8)粘土質シルト　　　　木の根を含み、ややしまっている。
 9:明褐色(7.5YR5/8)粘土質シルト　　　　炭・もろい礫を含み、明赤褐色粘土質シルト、2の土を点状に混入する。
 10:明褐色(7.5YR5/8)粘土質シルト　　　木の根・炭・礫を含み、浅い黄色粘土質シルトと1の土を斑点状に混入。
 11:明黄褐色(10YR6/8)粘土質シルト　　にぶい黄橙色粘土質シルト(10YR7/3)を点状に含む。しまっている。
 12:明黄褐色(10YR6/6)粘土質シルト　　浅い黄色粘土質シルト(2.5Y7/3)を多量に含み、固くしまっている。
 13:黄褐色(10YR5/8)粘土質シル卜　　　木の根による撹乱がはげしい。礫を含み、固くしまっている。



 SK18土層注記

 1:黒褐色(7.5YR2/2)シルト炭・礫・少量の木の根を含む。固くしまっている。
 2:褐色(7.5YR4/3)粘土質シルト木の根・礫・炭を含む。固くしまっている。
 3:灰褐色(7.5YR4,/2)粘土質シルト炭・・木の根・点状に礫を含む。固くしまっている。
 4:褐色(7.5YR4/3)シルト炭・小礫・木の根を含み、固くしまっている。
 5:にぶい褐色(7.5YR5/4)粘土質シルト6の土を斑状に含み、しまりがない。
 6:褐色(7.5YR4/4)粘土質シルト多量の小礫と炭を含む。ややしまっている。
 7:にぶい褐色(7.5YR5/4)シルト質粘土木の根・炭・小礫と9の土を点状に含む。固くしまっている。
 8:橙色(7.5YR6/6)粘土質シルト礫・炭・木の根と6の土を斑状に少量含む。ややしまっている。
 9:にぶい橙色(7.5YR6/4)粘土質シルト木の根・礫・炭を少量含む。固くしまっている。
 10:褐色(7.5YR4/6)粘土質シルト炭・木の根・礫を含み、ややしまっている。
 11:褐色(7.5YR4/3)粘土質シルト木の根・炭・礫を少量含み、ややしまっている。
 12:褐色(7.5YR4/4)粘土質シルト炭・木の根・小礫を含み、しまっている。
 13:にぶい橙色(7.5YR6/4)粘土質シルトほぼ均質で固くしまっている。
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 SK20土層注記
 1:黒褐色(10YR3/2)粘土質シルト木の根・炭を含む。もろく崩れやすい。
 2:暗褐色(10YR3/4)シルト木の根・炭を含み、しまっている。
 3:暗褐色(10YR3/3)粘土質シルト炭・木の根を含む。ややしまっている。
 4:黒褐色(10YR2/2)シルト炭を多量に含み、黒色粘土質シルトを混入。
 5:黒褐色(10YR2/2)粘土質シルト黒褐色シルト・炭・赤褐色のブロッ

 ク片を含む。
 6:暗褐色(10YR3/4)シルト木の根・炭を含み、もろく崩れやすい。
 7:黒褐色(7。5YR3/2)粘土質シルト炭・にぶい褐色粘土質シルトを含む。
 8:黄褐色(10YR5/8)シルト質粘土7の土を斑点状に、灰白色粘土質シ

 ルトを点状に含む。
 9:褐色(10YR4/6)シルト質粘土7の土をブロソクで含み、しまっている。
 10:褐色(10YR4/4)粘土質シルト炭と9・13の土を斑点状に含む。
 11:褐色(10YR4/4)シルト質粘土8の土を斑点状に含み、しまっている。

 12:黄褐色(10YR5/8)シルト質粘土乳灰色の粒子を含み、しまっている。
 13:褐色(10YR4/4)シルト質粘土黒色粘土を帯状に含む。しまっている。
 14:黒褐色(10YR3/2)粘土質シルト16の土を粒子状に含む。崩れやすい。
 15:褐色(7・5YR4/6)シルト質粘土均質で純粋。しまっている。
 16:褐色(7.5YR4/4)シルト質粘土多量の炭を含み、ややしまっている。
 17:褐色(10YR4/4)シルト質粘土灰白色粘土と明黄褐色粘土を粒子状に

 含み、炭も含む。ややしまっている。
 18:黄褐色(10YR5/8)シルト質粘土にぶい黄橙色粘土質シルトを含む。
 19:黒褐色(10YR2/2)粘土質シルト炭を含み、もろく崩れやすい。
 20:明黄褐色(10YR6/8)シルト質粘土浅い黄橙色シルト質粘土をブロック

 で含み、ややしまっている。
 211黒褐色(10YR3/2)シルト質粘土炭を多量に含み、20の土を混入する。
 22.明褐色(10YR6/8)シルト質粘土にぶい黄橙色粘土質シルトを含み、

 しまっている。
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 4　B調査区の遺構(第29～31図表一4図版18・19)

 B調査区は、北東方向へのびる丘陵尾根から西側斜面へ位置する。標高は、52～55mを測

 る。最初にトレンチ調査を実施した結果、合口甕棺とその掘り込み、平安時代の土器片や

 縄文時代のフレイクが少数みとめられた。窯体については、確認できなかった。

 調査区は、東西25m・南北30mの大きさである。表土は、比較的浅く粗掘り後すぐに遺

 構確認面のII層地山面の精査に入った。検出遺構は、合口甕棺1基、土壙4基である。調

 査区北東部に土器片が比較的多く出土し、住居跡や建物跡の存在を予測して面削りを繰り

 返したが、明確なプランを決定できなかった。

 EUI(第30図)平面形は不整楕円形の掘り込みで、中央やや東寄り床面に合口甕棺を1

 基ほぼ南北方向に埋納する。掘り込みの大きさは、土器埋納部分より大きい。

 SK2(第29図)隅の丸い長方形プランで、SK3と重複する。出土遺物は、未検出であ

 る。覆土断面観察によりSK3より古いと考えられる。

 SK3(第29図)推定平面形は円形で、やや大きい土壙である。出土土器は、赤焼土器坏

 3点である。

 SK4(第31図)平面形はほぼ円形で、覆土中に焼土層を堆積する。出土遺物は、比較的

 多く、土師器・須恵器・赤焼土器である。

 SK5(第29図)平面形は円形で、SK3に類した大きめの土壙である。出土遺物は、未

 検出である。

 5B調査区の遺物(第32図表一8図版37・38)

 出土遺物は、総数2,316点を数え、内85%以上が赤焼土器である。遺構出土で図示できた

 のはEU1(21・22)及びSK4(3・6～8・12・13)で、それ以外は、4-11G包含層出

 土のみである。

 土師器(1～5)は、底部資料からロクロ成形の高台付坏で、内面ヘラミガキに黒色処理

 を施すもの。高台部は、外傾し短い。切り離しは、回転糸切り離しである。

 赤焼土器(6～22)は、ロクロ成形で坏・高台付坏・皿・壷・甕・堝・長胴甕に分けられ

 る。

 坏は、体部が大きく外傾し、口縁部で緩やかに外反するもの(6～8・11)である。

 高台付坏は、土師器に似た短い高台が付く(9・10)。

 皿(12・13)は、底部から直線的に大きく開く土器で、高台の有無に分けられる。

 壷(2①は、ミニチュア型で日常什器を模倣した祭祀用品と考えられる。

 堝(15～17)は、口縁部片のみである。立上り直線的に開口するもの⑮と、くの字形に外

 反して少し起上り気味に立ち内面に短い段を呈するもの(16・17)がある。

 長胴甕(18・19・21・22)は、体部上半ロクロ目・カキ目、下半平行タタキによる底部丸

 底の土器である。形態は、体部中位に膨らみを有して立上り、頸部でくの字形に外反し、

 口縁部端が直立する特徴をもつ。21・22は合口甕で共伴であるが、21は体部外面タタキで

 内面平行アテ、22は外面タタキで内面無文アテによるものである。
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 EU1土層注記

 1:褐色(10YR4/4)シルト
 2:褐色(7.5YR4/4)シルト
 木の根を混入し、若干黒味を帯びる。しまりがない。腐葉土質。

 炭化粒を微量含む。固くしまっている。

 一46一



m

 SK4土層注記

 1:暗褐色(7.5YR3/3)シルト

 2:褐色(7.5YR4、/4)シルト
 3:褐色(10YR4/6)シルト

 4:褐色(7.5YR4、!4)シルト
 5赤褐色(2.5YR4/6)

 6:暗褐色(7.5YR3/4)シルト
 7:褐色(7.5YR4/6)シルト

 8:褐色(7.5YR4/6)シルト

 炭化粒・焼'L粒を多量に含む。固くしまっている。
 炭化粒・焼土粒を多量に含み、'h器も含む。固くしまっている。

 炭化粒を微量含む。1司くしまっている。
 炭化粒・焼土を含む。しまりがない。
 広範囲に確認され、固く焼けている。

 炭化粒・5の焼L塊を少量含む。固くしまっている。
 炭化粒を微量含み、弱粘性。固くしまっている。
 炭化粒を少量含み、弱粘性。固くしまっている。
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山海窯跡群

 6C調査区の遺構(第33～38図表一4図版20・21)

 C調査区は、今回の調査対象とした地区の北東端部にあたる。標高は30～40mを測り、

 斜度約10度の比較的緩やかな傾斜地に立地する。南側には相沢川と水田地帯を眺望できる。

 本調査区では、先行したトレンチ調査により2カ所の拡張区を設定した。北西部の拡張区
 からぱⅦ層地山上面で製鉄遺構と考えられるSQ1が検出された。西側が急落する南東部

 の拡張区からはV層上面で遺構が検出された。遺構は東側に集中し、検出された土壙群は、

 拡張区を見る限り、円形に分布する傾向が見られる。

 SQ1(第34図)は、長さ11.3m、幅2.6m、深さ0.4～0.7mを測る船底型を呈する。東西

 に長く、等高線に並行する位置にある。底は平坦で傾斜はほとんどない。両端は丸味を帯

 び緩やかに掘り込まれるが、南北の壁はほぼ垂直である。西側は壁、床共に赤く焼け、強
 い火熱を受けたことが伺える。上部構造は不明である。SQ1の南西端部からは焼土が詰
 まった、幅60cmの溝(SD2)が下方にむかい3mまで検出された。この溝とSQ1との

 接点には、一部ではあるがアーチ状の屋根が認められた。遺構の中からは最下層に多量の

 木炭があり、その上に炭化物が混じった焼土が堅く焼きしまった状態で検出された。これ

 らの焼土に混じって鉱滓状の塊も認められた。これらのことからSQ1は北陸に多く見ら
 れる製錬炉で、長方形箱型炉の一種と考えられる。時期は、覆土中から数点の須恵器、赤
 焼土器が出土していることから、9世紀代の所産と考えられる。

 SK5(第35図)は不整形を呈する。北側の壁の一部が火熱を受けているが、形態や焼壁
 は、D調査区に見られる焼壁を有する土壙群ほどの企画性は見られない。上層から完形の
 取手付き壷(39-1)、蓋(39-2)をはじめ須恵器、赤焼土器の破片が多数出土した。

 SK6(第36図)も不整形を呈する。中央部に樹木の根による撹乱があり、不明瞭である

 が、2基の土壙が重複した可能性も考えられる。遺物は上層からの出土が多く見られる。
 SK7(第35図)は一部調査区外にあたるものの、長楕円形を呈するものと考えられる。C
 調査区の遺構中最も深く掘り込まれた土壙である。断面観察の結果から2基の遺構が重複
 したことも考えられる。遺物は一括してまとまりを見せるが、いずれも上層からの出土で
 あり、下層からの出土は見られない。

 SK8(第36図)は楕円形を呈し、浅く掘り込まれた土壙である。1層に大粒の炭化粒を
 含み、遺物は主にこの層からの出土である。118点中98点が赤焼土器である。

 SK9(第37図)は南側斜面の掘り込まれた土壙である。C調査区中最も大きく、長楕円
 形を呈する。トレンチャー状の撹乱が2カ所にみられるが、平面プランでは炭化粒と焼土
 の広がりとしてとらえられた。出土遺物は少なく須恵器1点、赤焼土器20点である。

 SK15(第38図)は楕円形で、壁際に2基のピットを有する。中央部から強い粘性を示す
 白色粘土塊が出土している。この粘土はA調査区及びD調査区に類似するものが見られた
 ものの、本調査区では見られないことから、他の地区から運ばれたものと考えられる。こ
 れらの土壙群は、本拡張区の北側斜面等に隣接する窯跡群に付随する工房の一部と考えら
 れ、出土遺物から9世紀後半代の所産と考えられる。
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 SQ1土層注記
 1:黒褐色(7.5YR2/2)シルト
 2:褐色(7.5YR4/4)シルト
 3:明褐色(7.5YR5/6)シルト
 4:黒褐色(7.5YR2/2)シルト
 5:黒色(7.5YR2/1)炭化物層
 6:黄褐色(10YR5/6)シルト
 7:黒色(10YR2/1)炭化物層
 8:褐色(7.5YR4/4)シルト
 9:黒色(7.5YR2/1)炭化物層
 10:暗赤褐色(10R3/2)焼土層
 11:暗褐色(7.5YR3/4)シルト
 12:黒褐色(10YR2/2)シルト
 13:暗褐色(10YR3/4)シルト
14:  にぶい赤褐色(2.5Y4/4)焼土塊層

 炭化粒・焼土粒を微量含む。しまっている。
 少量の炭化粒と黄褐色シルトをブロック状に含む。固くしまっている。

 微量の炭化粒と褐色シルトをブロック状に含む。固くしまっている。
 焼土粒・多量の炭化粒・黄褐色シルトを含む。しまっている。
 焼土粒・褐色シルトを含む。固くしまっている。
 炭・暗褐色シルトをブロック状に含む。
 焼土・暗褐色シルトをブロック状に含む。
 黄褐色シルト・暗褐色シルトをブロック状に含み、炭・焼土も含む。

 焼土・黄褐色シルトをブロック状に含む。
 赤褐色焼土・黄褐色シルトをブロック状に含む。
 炭・赤褐色焼土を含む。
 炭化粒・焼土粒を含む。しまりがなく崩れやすい。
 焼土・礫・多量の炭を含む。

 大ブロックの焼土・炭を含む。

15:

16:

17:

18:

19:

20:

21:

22:

 23二

24:

25:

26:

27:

28:

 にぶい赤褐色(2.5Y4/4)焼土塊層小ブロックの焼土・炭を含む。
 褐色(10YR4/6)シルト炭・焼土を少量含む。固くしまっている。
 暗赤褐色(2.5YR3/4)焼土層焼けていて、固くしまっている。
 明褐色(7.5YR5/6)焼土塊層固いが、しまりなく崩れやすい。
 暗赤褐色(2.5YR3/6)焼土
 黒色(7.5YR1.7)炭化物層
 黄褐色(10YR5/6)シルト
 黄褐色(10YR5/6)シルト
 黄褐色(10YR5/8)シルト
 暗褐色(10YR3/4)シルト
 褐色(10YR4/6)シルト
 明赤褐色(5YR5/6)焼土塊層
 明赤褐色(5YR5/8)焼土塊層
 黄褐色(10YR5/6)シルト

 焼けていて、固くしまっている。床・壁面部分。

 炭を少量含み、固くしまっている。16の土に類似。
 炭・焼土塊を微量含む。固くしまっている。
 焼土・少量の炭を含む。固くしまっている。
 炭・焼土を含む。固くしまっている。

 少量の炭・微量の焼土を含む。固くしまっている。
 小ブロックの焼土塊を含み、褐色シルト中に焼土を混入。
 小ブロックの焼土塊を含む。

 少量の炭化物・微量の焼土を含む。

 29:褐色(7.5YR4/6)シルト
 30:黄褐色(10YR5/8)シルト
 31:赤褐色(5YR4/6)焼土層
 32:黒色(7.5YR1.7)焼土層
 33:褐色(10YR4/6)焼土層
 34:黒褐色(10YR2/2)シルト
 35:黒色(10YR2/1)シルト
 36:褐色(10YR4/6)シルト
 37:黄褐色(10YR5/8)シルト
 38:赤褐色(5YR4/6)シルト
 39:黒色(10YR1.7)炭化物層
 40:黄褐色(10YR5/8)シルト
 41:褐色(10YR4/6)シルト

 粘性があり、固くしまっている。
 微量の炭化粒・焼土を含む。固くしまっている。
 黄褐色シルト中に焼土が混入。

 褐色土中に焼土が混入。
 少量の焼土・炭化粒を含む。しまりなく崩れやすい。

 焼土・炭化粒を34より多く混入。しまりなく崩れやすい。
 多量の焼土・炭を含む。固くしまっている。
 多量の焼土・炭を含む。固くしまっている。

 炭・多量の焼土・黄褐色シルトを含む。
 多量の焼土を含む。
 大ブロックの炭を点状に含む。固くしまっている。

 少量の炭を大ブロックで含み、白色粘土を微量含む。固くしまっている。



 1:褐色(10YR4/6)シルト炭化粒を点状に少量
 含む。しまっている。

 2:褐色(10YR4/4)シルト黄褐色シルト(10YR
 5/6)を斑状に40%と小量の炭を含む。

 3:褐色(10YR4/6)粘土質シルト黄褐色シルト
 (10YR5/6)を30%含む。しまっている。

 4:褐色(7.5YR4/4)粘土質シルト炭を点状に含み、
 赤褐色粘土質シルトを大ブロックで斑状に含む。

 5:黄褐色(10YR5/8)粘土質シルト暗褐色シルト
 (10YR314)を微量含む。固くしまっている。

 6:黄褐色(10YR5/8}粘土質シルト暗褐色シルト
 (10YR3/4)を30%、に、芸い黄櫨:色シルト(10YR

 2/7)を大ブロックで含む。
 7:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト黄褐色シルト

 (10YR5!8)を30%含む。しまっている。
○

32.40m

B5

1
4  SK5土層5主言己

 1:暗褐色(10YR3/3}シルト赤褐色シルト(5YR
 4/8)・炭を点状に含む。しまっている。

 2:暗褐色(10YR3/3)シルト撹乱。
 3:暗褐色(10YR3/4)シルト1層より密に赤褐色
 シルト・炭を点状に含む。しまっている。

 4:暗褐色(10YR3/4)シルト黄褐色シルト(10YR
 5/6)を点状に少量含む。しまっている。

 5:暗褐色(10YR3/4)シルト暗赤褐色シルト(5YR
 3/4)を帯状に含み、3・4層より粘性がある。
 13PI『12910
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 6:褐色(10YR4/4)粘土質シルト赤褐色シルト(5

 YR4/8)・炭化物を点状に含む。しまっている。
 7:褐色(10YR4/6)粘土質シルト明褐色シルト

 (7.5YR518)を斑点状に含む。
 8:褐色(7.5YR4/4,粘土質シルト多量の炭・土器

 を含み、明褐色シルト(7.5YR5/8}を斑状に含む。
 9:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト多量の炭・褐色

 粘土質シルト(7.5YR4/4)を帯状に含む。
 10:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト炭を多量に含む。

 11:褐色(10YR4/6)粘土質シルト炭と明褐色シルト
 (7.5YR5/8)を多量に含む。しまっている。

 12:赤褐色(5YR4/6)シルト
 均質でしまっている。

 13:褐色(7.5YR4/4)シルト
 っている。

 14:黄褐色(10YR5/8)シルト
 15:黄褐色(10YR5/8}シルト
 点状に含む。

 小量の炭を点状に含む。

 炭を帯状に含む。しま

 均質でしまっている。

 炭と赤褐色シルトを
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 1:暗褐色(10YR3/4)シルト炭をブロック状に含む。しまっている。
 2:黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト西側にいく程黒色が増す。しまっている・

                 ll4

 SK6土層注記 1:暗褐色(10YR3/4)シルト炭化粒をブロック状に少量含む。もろく崩れやすい。
 2:褐色(7.5YR4/4)シルト炭化粒を点状に、黄褐色シルト(10YR5/6)を斑状に含む。しまっている。
 3:黄褐色(10YR5/6)シルト少量の炭を点状に、褐色シルト(10YR4/4)を斑状に含む。しまっている。0
 4:黄褐色(10YR5/8)シルト均質でしまっている。
 5:暗褐色(10YR3/4)シルト撹乱。もろく崩れやすい。
 6:褐色(7.5YR4/3)シルト木の根を含む。しまっている。
 7:暗褐色(10YR4/6)シルト6の土を斑状に含む。均質でしまっている。
 一・B一
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 SK9土層注記
 1:褐色(10YR6/4)シルト　　褐色(10YR4/6)粘土質シルト
 2:褐色(10YR4/4)シルト　　少量の炭と明黄褐色シルト(10YR6/7)を斑点状に含む。
 3:褐色(10YR4/3)シルト　　炭と橙色シルト(7.5YR6/8)を点状に含む。しまっている。
 4:褐色(7.5YR4/4)シルト　　撹乱。もろく崩れやすい。
 5:褐色(10YR6/4)シルト　　6の土を斑点状に含む。しまっている。
 6:橙色シルト(7.5YR6/8)・炭化粒を斑点状に多量に含む。　均質でしまっている。ほぼ純粋。



 SK16土層注記
 1:暗褐色(10YR3/4)シルト　　黄褐色粘土質シルト(10YR

 5/6)を斑状に、炭・焼土を
 点状に少量含む。

 2:褐色(7.5YR4/4)シルト　　多量の炭・焼土を斑点状に含
 む。しまっている。

 3:褐色(10YR4/4)粘土質シルト　　焼土・炭化物を点状に含
 む。しまっている。

 4:褐色(10YR4/6)粘土質シルト　　多量の焼土を斑点状に、
 炭化粒を点状に含む。し
 まっている。

 5:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト　　炭化粒を点状に含む。
 ややしまっている。

 6:黄褐色(10YR5/8)シルト　　均質でしまっている。

 SK15土層注記
 1:褐色(10YR4/4)シルト炭化粒・

 明黄褐色シルト(10YR7/6)・灰黄
 褐色シルト質粘土を少量点状に含
 む。

 2:褐色(10YR4/4)シルト明黄褐色
 シルト・灰黄褐色シルト質粘土を
 小ブロックで斑点状に含み、炭化
 粒を点状に含む。しまっている。

 一・B一

 3:褐色(10YR4/6)シルト小ブロッ
 クの炭化粒を少量含む。しまって
 いる。

 4:褐色(10YR4/4)シルト灰黄褐色
 シルト質粘土(10YR6/2)を大ブロ
 クで含む。しまっている。

 5:褐色(10YR4/4)シルト橙色シル
 ト質粘土(7.5YR7/6)・炭化粒を点
 状に含む。しまっている。

 6:暗褐色(10YR3/4)シルト7の土
 を斑状に、少量の炭化粒を点状に
 含む。ややしまっている。

 7:黄褐色(10YR5/8)粘土質シルト
 暗褐色シルト(10YR3/4)を斑状に
 含む。しまっている。



山海窯跡群

 7C調査区の遺物(第39～41図表一8図版38～40)

 C調査区から出土した遺物の土器総数は、破片資料も含めると、2,427点である。その内

 の61%にあたる1,477点が遺構内からの出土である。種別では赤焼土器が60%を占め、須恵

 器が39%にとどまる。須恵器・赤焼土器ともに坏が多く、次いで赤焼土器の甕が見られる。

 詳細な内訳は表7を参照されたい。ここでは土壙内出土の土器を中心に述べる。

 SK5出土土器(第39図1・2・6)は542点である。1は取手付きの壷である。上部がや

 や取手側に傾く。体部には上位に面取りがなされ、ヘラ記号「×」が認められる。取手に

 は線刻による装飾が施され、面取りが見られる。底部は回転ヘラ切り後未調整である。体

 部に入ったひびは、焼成時のものと考えられる。胎土に砂粒を含み、焼成は良好である。

 2の蓋は天井部にナデ整形がなされるものの、回転糸切りの痕跡が僅かに認められる。

 SK6出土土器(第39図3・4・5・7～9)の総数は252点である。3は口径148mmの

 偏平な蓋である。天井部は小さく、回転ヘラ削りで調整される。5は体部上位が弱く屈曲

 する。高台の断面は三角形に近い。外面の色調は青灰色を呈するが、内面は赤味を帯びる。

 回転糸切りである。7～9は赤焼土器の皿・甕・堝である。

 SK7出土土器(第40図)の総数は263点である。1の蓋は天井部はケズリ調整が見られ

 る。鉦は中くぼみ状で端部に圧痕が見られる。2～5は須恵器坏である。口径130mm前

 後、底径60mm前後、器高40mm前後を測る。他に比べ3は体部が厚く、口縁部がわずか

 に外反する。3・5は焼成不良で灰白色を呈する。2・3はロクロ目が顕著である。6・

 7の高台坏は、高台の内側が扶られ、断面形が三角形に近い形態を示す。胎土は若干の砂

 粒を含む。8・9は高台を有する須恵器皿である。8は体部から口縁部まで均一な器厚で

 作られ、口縁部を強く折る。体部内面にヘラ記号「米」が認められる。9は内面底部に火

 膨れが見られ、全体的に歪みも激しい。台はわずかに開きながら直立する。口縁部は弱く

 折られる。10は内外面にカキ目が見られ、口縁部は丸みをもって作られる。焼成は不良で

 灰白色を呈する。11の口縁部は端部が上下に引き出され、この面に突帯がある。内外面に

 灰かぶりが見られる。胎土には粗砂粒を混入する。12は大型の甕の口縁部である。端部は

 上部が欠損、下部は細く引き出される。内外面に自然釉が付着する。胎土は緻密、焼成は
 良好である。13は他に類例を見ない赤焼土器の甕である。体部、口縁部共に肥厚した器壁

 をもつ。口縁部は、丸味をもつ体部から「く」の字状に長く外反する。端部は平坦な面が

 作り出される。内外面にカキ目が見られ、体部内面上位には複数箇所に指頭圧痕が認めら

 れる。

 SK8出土土器(第41図1・2・4～7)の赤焼土器は遺存状態が悪く、図示できたもの

 は少ない。1・2の蓋は天井部のケズリ調整や鉦の形態等、SK7出土の蓋と同様である

 が、口縁部形態に若干の差異が認められる。4・5は赤焼土器坏、7は甕である。
 その他の遺構、包含層の出土遺物は次ぎの通りである。8は小型の高台坏、9は歪みが

 激しい大型の高台坏である。体部のロクロ目が顕著である。10～12の皿は、法量に若干の

 差異が認められるものの調整技法は同様である。13の甕の体部にはロクロナデ後、弱いヘ

 ラケズリが見られる。14は完形の短頸壷である。ロクロナデ調整である。
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山海窯跡群

 8D調査区の遺構(第42・43・56・60・67・72・73・75・76図表一5・6図版22

 ～35)

 D調査区は、A調査区の北に位置し、東、西、南の三方を小高い山に囲まれた谷合にあ

 り、標高は約25～35mを測る。地目は、一部に柿が植えられる他は植林された杉林である。

 本調査区は、窯跡が検出された斜面と土壙等が検出された平場からなり、検出された遺構

 は、窯跡4基、竪穴住居跡1棟、土壙16基、焼壁の土壇3基、ピット31基等である。

 SQ1(第43図)は斜度約20度の東側斜面に構築された半地下式無階無段登窯である。天

 井部は崩落しているが、側壁は燃焼部と焼成部で一部遺存している。北側壁は植樹により

 撹乱を受けている。窯底は丸く掘り込まれる。燃焼部には楕円形の船底ピットが掘られ、

 中には還元状態の焼土と須恵器が埋め込まれている。焚口に組まれた石は再築の際に補強

 されたものと考えられる。窯底から操業回数は最低2回までしか確認できなかったが、側

 壁には3回の貼り付けが認められた。窯底からは、焚口部と焼成部上位に赤焼土器甕の出

 土が見られた他は、須恵器甕を中心とした遺物が出土した。本調査区中最も出土遺物が多

 かったステ場は、下方に広がり谷底にまで至る。ステ場は、30～50cmの堆積が見られる。

 SQ2(第56図)は斜度約25度の南側斜面に構築された半地下式無階無段登窯である。天

 井部は崩落、側壁は一部遺存している。窯底は平坦である。焚口の石は築窯時からのもの

 と考えられる。操業回数は窯底の一部で2回確認され、側壁では4回の貼り付けが認めら

 れた。窯底からは甕・壷類が出土した。ステ場は下方に広がるが、遺物は少ない。

 SQ3(第60図)は斜度約25度の西側斜面に構築された半地下式無階無段登窯である。天

 井部は崩落、側壁は焼成部で遺存している。窯底は平坦である。焚口には石が組まれてい

 たものと推測されるが、現存する石は1個だけである。窯底からの操業回数は確認されな

 かったが、側壁は2～3㎝の厚さで3回の貼り付けが認められた。窯底からは多量の皿・

 甕・壷等が出土した。ステ場の範囲は狭く、断面観察の結果でも谷までの広がりは確認で

 きなかったが、対峙するSQ1のステ場に流れ込んでいる可能性も否定できない。

 SQ4(第67図)は斜度約25度の東側斜面に構築された半地下式無階無段登窯である。天

 井部は崩落、側壁は一部遺存している。窯底は平坦である。焚口には石が組まれていたも

 のと推測される。操業回数は窯底で最低2回まで確認され、側壁では5回の貼り付けが認

 められた。燃焼部側壁の外側には約1mにわたって、10～20㎝大の礫が埋め込まれている。

 窯底の遺物は、焼成部上方で坏が、中央部から下方で壷が多く出土する。ステ場は下方に

 広がる。当斜面の土中には礫を多く含み、窯底直下から大小の礫が見られる。

 SQ9・14(第72図)・16(第73図)は、SQ1・2の上方平場に掘られた焼壁を持つ土壙

 である。平面形は楕円形を呈し、約半分の範囲で底と壁が赤褐色に焼けている。SQ16に

 ついても同様のものである。なおSQ16には南側斜面に炭化物、土器を含むステ場様の灰

 が広がる。覆土には炭化物に混じって赤焼土器の坏の砕片が多量に含まれる。

 ST36(第76図)はSQ1の煙道部近くの斜面に位置する。平面形は正方形を呈する。西

 壁を深く掘り込んで、床面を水平にしている。東壁北側に燃焼部と煙道部からなる石組の

 カマドが築かれ、東側に煙道が伸びる。完形を含む多量の遺物が出土した。
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 SQ9土層注記
 1:明黄褐色(10YR8/6)シルトにぶい黄褐色粘土質シルト

   (10YR4/3)を帯状に、礫を斑点状に含む。
 2:にぶい赤褐色(2.5YR4/4)シルト明褐色シルト(10YR4/3)

   を上層に含み、暗赤褐色シルト(2.5YR3/4)をブロック状
   に含む。しまっている。

 3:褐色(7.5YR4/4)シルト質粘土
 4:灰黄色シルト質粘土(2.5Y6/2)・炭化粒を点状に合む。し

   まっている。
 5:にぶい黄褐色(10YR5/4)粘土質シルト炭化粒を40%含み、

   しまりがなくやわらかい。
 6:黒褐色(2.5Y3/2)粘土質シルト木の根・土器を含み、炭

 化物を70%含む。しまりがなくやわらかい。

 一・B1

 SQ14土層5主言己
 1:褐色(10YR4/4)粘土質シルト炭・土器を含み、榿色シル

 ト(5YR7/8)を5%含む。ややしまっている。
 2:褐色(7.5YR4/4)粘土質シルト炭・土器を含み、赤褐色

 粘土質シルト(5YR4/8)を弱干量含む。
 3:明褐色(7.5YR5/8)焼土明赤褐色シルト(2.5YR5/6)を下

 層に弱干量含む。やわらかい。
 4:極暗赤褐色(2.5YR3/4)焼土褐色粘土質シルト(10YR4/6)

 を含む。しまっている。
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 SK8土層注記
 1:褐色(7.5YR4/4)粘土質シルト炭・木の根・土器を含み、

   赤褐色シルト(5YR4/8)をブロック状に含む。
 2:明黄褐色(10YR6/8)シルト質粘土灰白色シルト質粘土

   (10YR7/1)を含む。ややしまっている。

 SK7土層注記
 1:暗褐色(10YR3/4)シルト炭・木の根を含み、黄褐色シルト質粘土

 (10YR5/8)をブロック状に含む。
 2:褐色(10YR4/6)シルト炭・

 木の根・土器を含み、黄褐
 色シルト質粘土(10YR5/8)
 を小ブロックで含む。

 3:明黄褐色(10YR7/6)シルト
 質粘土にぶい黄橙色シル
 ト(10YR7/3)・木の根を含
 む。ややしまっている。

 SQ16土層注記
 1:褐色(10YR4/6)粘土質シル

 ト橙色粘土質シルト・炭
 を点状に含む。

 2:にぶい黄橙色(10YR6/4)粘
 土質シルト灰白色粘土・

 炭を下層に含む。
 3:褐色(7.5YR4/4)粘土質シル

 ト橙色シルト質粘土を10
 %・炭・黒色粘土質シルト
 を含む。

 4:褐色(10YR4/6)粘土質シル
 ト浅黄色粘土を大ブロッ
 クで含み、炭も含む。

 5:明黄褐色(10YR6/8)シルト
 点状に炭化粒を含む。

 6:黒褐色(10YR3/2)粘土質シ
 ルト斑点状に黄橙色シル
 ト・帯状に黒褐色粘土質シ
 ルトを含む。

7

8:

9

10:

 :赤褐色(5YR4/6)粘土質シル
 トブロック状に2の土と
 微量の炭を含む。

 明赤褐色(5YR5/8)焼土
 明赤褐色シルトを帯状で含
 む。床面。

 :暗赤褐色(5YR3/6)シルト
 暗褐色シルトを弱干量含む。
 浅黄色(2.5Y7/4)粘土質シ
 ルト純粋。





 SK43土層注記

 1:暗褐色(10YR3/3)シルト炭化粒を微量含み、やわ
   らかくしまりがない。

 2:暗褐色(10YR3/4)シルト少量の炭化粒と微量の焼
   土を含む。しまっている。

 3:暗褐色(10YR3/4)シルト炭化粒と焼土粒を含む。
 しまっている。

 4:黄褐色(10YR5/6)シルト焼土・炭化粒とブロック
 状の明黄褐色粘土を含む。

 5:褐色(10YR4/4)シルト少量の明黄褐色粘土と微量
 の焼土粒・炭化粒を含む。

 6:黄褐色(10YR5/6)シルト明黄褐色粘土と混在し、
 広範囲に微量の炭化粒を含む。

 7:黄褐色(10YR5/6)シルト褐色シルトと混在し、少
 量の炭化粒・焼土を含む。

 8:明黄褐色(10YR6/6)粘土質シルト固くしまってい
 る。

 9:褐色(10YR4/4)シルト腐葉土。固いがしまりがな
 い0

 10:褐色(10YR4/4)シルト腐葉土。もろく、くずれや
 すい。

 SK11土層注記

 1:褐色(10YR4/6)粘土質シルト木の根を含むが、ほ
 ぽ純粋。ややしまっている。

 2:褐色(7.5YR4/4)シルト木の根・土器を含み、炭化
 粒を2%含む。ややしまっている。

 3:黄褐色(10YR5/6)シルト質粘土褐色シルト(7.5Y
 R4/4〉を15%含む。固くしまっている。









山海窯跡群

 鉢は、図化できたのは1点のみ(第54図3)である。厚手で、体部はやや内蛮し、口縁部

 が短く外反する土器である。

 壷は、総て破片資料である。体部から丸みを呈する肩部を呈し、長頸・短頸・無頸壷の

 器種がある。主に、口縁部形態の特徴で分けられる。長頸壷は、口縁部端が肥厚し外面に

 突き出るもの、内傾するもの、屈曲して直立するものがある。また、頸部基部に細く突帯

 を巡らすものがある。短頸壷は、口縁部外反と直線的に外傾するものが分けられる。無頸

 壷は、体部上位から内蛮する形態である。なお、第52図6は体部にヘラ描文字(銘不明)、

 同13は列点及び直線の粘度貼付文様をもつ。

 甕は、底部丸底の大型のものである。口縁部は、端が外面肥厚するものと均一に外反す

 るものがある。頸部には、櫛描波状文を有する場合がある。また、第53図2の1点は、肩

 部にヘラ描き文字(銘有ロカ)を残す。体部内外面のタタキ及びアテ痕は、平行、同心円及

 び青梅波であるが、矢羽根状(第46図4)、梯状(第62図18)、同心円十字(第64図1)アテ等

 がみとめられる。

 横瓶は、ST36の2点のみである。第78図4は、カマド内出土である。頸部はやや外反

 し、口縁部端は外面に少し引き出される。体部外面に平行タタキ、内面にカキ目を施す。

 赤焼土器坏は、口径に対する底径指数40前後、器高指数30～40前後で、須恵器よりやや

 身の高い土器である。器高5cm以上及び4㎝代の大小に分けられる。ロクロ成形で、底部

 切り離しは、回転糸切り離し無調整である。

 皿は、口縁部が下方に屈曲するものと外反するものがある。須恵器に比してやや厚みが

 あり、身が高めである。

 甕は、口縁部がくの字形に外反するもの、屈曲して直立するものやさらに端を上につま

 み上げるものがある。体部は、やや膨らみを呈し、上半部はロクロ目及びカキ目、下半部

 はケズリを行うもの、ロクロ目だけのものがある。底部は、回転糸切り離しである。第78

 図17は、ヘラ描きをもつ。

 長胴甕は、還元焔焼成され須恵器に分類したものも同類の土器と考えられる。口縁部形

 態は甕に類似するが、端が内面に屈曲するもの(第58図8・9)がある。体部は、上半部が

 ロクロ目及びカキ目、下半部が内外面平行タタキ目及びアテ痕で、中位にケズリを行う場

 合がある。底部は、丸底である。

 堝は、須恵器に分類したものは同類の土器と考えられ、また調整技法も長胴甕に類似す

 る。口縁部は、大きく外反するものが多いが、顕著でないもの(第59図1)もあり、さらに、

 厚手で端を屈曲して上につまみ上げるものと、やや均一なものがある。

 土師器は、ロクロ成形の坏と高台付坏である。体部が直線的に外傾し、口径が大きく身

 の高い土器である。内面にミガキ及び黒色処理を行うものと、ミガキのみのものがある。

 第54図9・10は、紡錘車と考えられる須恵質の土製品である。9は、やや大きめの偏平な

 形態で、10は、表面に指頭痕が残り、片面が内側に蛮曲して断面形態台形を呈するもの。

 註1宮城県多賀城跡調査研究所丹羽茂氏・同村田晃一氏に実見していただく。
 註2奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部巽淳一郎氏の御教示による・

 一105一





























山海窯跡群

 10まとめ

 今回の調査は、平成2年度国営農地開発事業鳥海南麓地区・山楯工区にかかる緊急発掘
 調査である。調査対象面積は、12,800m2である。調査期間は、平成2年5月7日～同10月
 5日までの述べ99日間である。
 A調査区は、縄文時代中期大木7b～8b式併行の所産と考えられるフラスコ土壙群が検

 出された。平安時代が主体の本遺跡の中で、特徴的な時期である。段丘面から縄文土器が
 出土した山谷新田遺跡に隣接する位置であることから、その範囲の一部とも考えられ、そ
 の集落構造について、丘陵部での遺構確認といえる。
 B調査区は、赤焼土器長胴甕の合口甕棺及び土壙群の検出である。合口形態の埋設土器

 は、県内では寒河江市高瀬山遺跡群Nα53地点の平底土師器甕(文献1)、余目町千河原遺跡
 の赤焼土器丸底長胴甕(文献6)の出土例がある。埋設する形態から、平安時代の墳墓の

 可能性が考えられる。
 C調査区は、焼壁をもつSQ1及び一括土器を含むSK5～9・15の検出である。SQ1は、

 強い火熱を受けていることや、焼壁の細い溝が端につくこと、出土遺物の分析等から9世
 紀代の製錬炉跡と考えられる。SK5～9・15は、出土土器形態から9世紀代後半所産と考
 えられる。また、SK15出土の白色粘土は、本調査区北側に隣接する窯跡群との関連を示す
 ものであり、土壙群はそれに付随する工房の一部と考えれる。

 D調査区は、4基の登窯、竪穴住居跡及び土壙及びピット群の検出である。SQ1～4の
 各窯跡は、連続して隣接するのでなく、それぞれ谷合の斜面に1基づつ分布する。各窯体

 内の出土器種構成の%は、次ぎの内容である。
          坏 高台付坏皿    蓋     壷     甕    長胴甕   堝

 SQ1  　49.7　　0.7　　1.0　　0.3　　17.4    29.3      1.6     0.0

 SQ2　　18.9　　0.2　　1.0　　0.4　　13.1    59.2      6.2     1.0
 SQ3　　32.3　　0.7　　17.　　92.9　 14.6    27.8      3.7     0.1

 SQ4　　19.9　　0.3　　0.2　　0.2    19.4     53.8     6.2     0.0

 時期は、皿・蓋等の特徴から9世紀代中頃～後半が考えられる。
 ST36は、須恵器蓋にケズリ調整がみとめられることや横瓶の存在等に、窯跡出土土器よ

 りも若干古い様相を残すが、全体に器種構成及び形態は類似する。また、窯跡及び土壙群
 に近接する位置にあることから、工房跡とみて妥当といえよう。
 土壙群の中のSQ9・14・16は、焼壁を呈し、赤焼土器砕片を出土する状況から、酸化焔

 焼成による赤焼土器生産遺構で、時期も窯跡の年代に併行する頃と考えられる。
 遺構及び遺物の内容から当該期の窯業生産は、須恵器・赤焼土器生産を平行して行って

 いた可能性が推定される。
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 附編一1

 山海窯群出土須恵器・須恵系土器の蛍光X線分析

奈良教育大学三辻利一

 1)はじめに

 土器の考古学を完成させるには、土器形式による編年のみならず、土器の伝播・流通の

 様相を解明することが必要である。土器編年の問題はこれまでの土器に関する考古学の主

 要テーマであった訳で、考古学領域でこの研究は相当進んでいるはずである。しかし、土

 器の伝播・流通の問題となると、単に土器形式からのみでは解決できない。土器胎土の面

 からの問題解決が必要である。胎土の相互識別は外見上の観察だけでは困難である。どう

 しても、土器を元素分析するという自然科学の手法の導入が必要である。

 ところが、自然科学の手法を導入するにしても、ただ、土器を分析すれば、その産地が

 わかり、伝播・流通の研究が展開できるという簡単な問題ではない。まず、どのような因

 子が有効に地域差を表示するのか、その地域差は一体、何に基因するのかといった基本的

 な問題をある程度解明しておかない限り、如何に精密な分析装置を使って土器を分析して

 も、そのデータの解読は不可能である。そしてこのような基礎的問題は当然、日本全域に

 わたって研究を進めない限り解決できない。このような点を考慮に入れると、全国各地に

 窯跡を残す須恵器がこの研究の絶好の分析対象となることは自明の理である。さらに、こ

 のような基礎研究を推進するには、当然、数万点といった大多数の土器資料の分析作業が

 必要である。このことから、自ずと分析方法も限定されてくる。エネルギー分散型蛍光X線

 分析法しかない。他の分析法は補助的に使われる。筆者自身も2次ターゲット方式のエネ

 ルギー分散型蛍光X線分析装置を使って、年間5000点の土器試料を分析している。そして、

 この方法で十分相互識別できない場合とか、ごく少量しか試料が入手できない場合に、補

 助的に、京大原子炉で中性子放射化分析を行っている。

 これまでに、ほぼ、日本全域の窯跡出土須恵器の化学特性が求められている。さらに、

 花南岩類やその上に分布する土壌、粘土などの分析作業も進められ、須恵器にみられる地

 域差の原因についての解明も同時に進められている。

 今回、分析対象となった平田町の山海窯群には須恵器を焼成した窯と須恵系土器が焼成

 された窯が含まれている。両者の化学特性に差違があるかどうか、山海窯群としてまとめ

 ることができるかどうか、さらに、山海窯群から少し離れたところに在る泉谷地窯群との

 相互識別ができるのかどうかといった点が問題となった。また、これらの窯群からの須恵

 器の供給先として、東田遺跡から出土した須恵器と須恵系土器も分析された。

 2)分析法

 土器表面を研磨して除去し、胎土自身をとり出して粉砕した。粉末粒度は100～200メッ

 シュ程度である。この程度の粒度であれば、蛍光X線分析の分析値に影響がないことが実験

 的に確かめられている。粉末試料は塩化ビニール製リングを枠にして、約10～15トンの圧

 力を加えてプレスし、内径2㎝、厚さ3～5㎜のコイン状の錠剤試料を作成した。
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 2次ターゲット方式のエネルギー分散型蛍光x線分析装置を使用して分析した。Tiを2

 次ターゲットにし真空中でK、Caを、また、Moを2次ターゲットにして空気中でFe、'
 Rb、Srを測定した。分析値は同時に測定された岩石標準試料JG-1による標準化値で表示

 された。

 窯間の相互識別や、遺跡出土須恵器の産地推定には2群間判別分析図が使われた。マハ

 ラノビスの汎距離の計算はパソコンを使用した。

 3)分析結果

 全試料の分析値は表1にまとめられている。これらの分析値を使ってデータ解読した結
 果を次に説明する。

 はじめに、山海窯群の中で窯間の相互識別ができるのかどうかをみてみた。その例とし

 て、山海2号窯と3号窯が選ばれた。両者の相互識別の結果は図1に示されている。両軸

 にとってあるD(1)、Dll)はそれぞれ、山海2号群、3号群の重心からのマハラノビスの汎距
 離の二乗である。マハラノビスの汎距離とは母集団の重心から標準偏差(σ)の何倍分、離れ
 ているかを示す統計学上の距離のことである。正負両方の値をとり、計算処理する上に煩

 雑になるので、二乗して負符号を消去して使用するのが普通である。マハラノビスの距離
 計算には、K、Ca、Rb、Srの4因子が使用された。マハラノビスの汎距離の二乗という新
 しい示標を使うと、2つの母集団(窯)がどの程度に相互識別できるかがわかる。これまで
 に分析されている全国各地の窯跡出土須恵器の分析データをみると、母集団の重心から3

 σ(標準偏差)以内の領域に、その母集団のサンプルの95%以上のものが分布することが確
 かめられている。図1でも山海2号窯のサンプルはD(1}≦10の領域にすべて分布している

 し、山海3号窯のサンプルもD{il≦10の領域にすべて分布していることがわかる。D2=10は

 母集団の重心から、ほぼ3σの距離に相当する。このように、窯跡出土須恵器は分析試料数
 の多少に関係なく、一定の領域(3σ)以内にまとまって分布するのである。つまり、一定の
 化学特性をもつことになる。したがっで、母集団(窯又は窯群)は半径3σの星雲状の存在と
 して認識される訳である。このような性格をもつ2つの母集団がどの程度に相互識別され
 るのかは図1に示すような2群間判別分析図上で示される。両軍が完全に相互識別される

 ためには、一一方の母集団は他方の母集団より十分離れていなければならない。この条件と
 して、Dl相手群)>10を筆者は提案している。これらの2つの条件を入れると、山海2号窯の

 領域はDll}≦10、D(ll>10であり、山海3号窯の領域はD,ll≦10、D(1)>10となる。そして、
 両群の化学特性が類似してくると、両群は次方に接近し、遂にD(1)≦10、D,i)≦10の領域に

 重複して分布するようになる。それで、この領域を重複領域と稻する。図1をみると、両
 群のサンプルの多くは重複領域に分布していることがわかる。つまり、両群の化学特性は
 類似している訳である。同じ地域内の粘土を素材としている限り、これは当然のことであ
 る。しかし、図1をよくみると、両群のサンプルは全く均等に混じって分布している訳で

 もない。中央に引かれた傾線は両母集団が統計学的にみて等価であるとしたときの理想的
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 境界線である。この境界線を挟んで、両群のサンプルは確かに偏在しているのである。こ

 のことは両群の化学特性は類似してはいるものの、必ずしも一致してはいないことを物語

 る。無理をして分離すれば、両群の相互識別は不可能ではないことを示している。これは

 山海窯群内の小さな地域差とみなされるが、目下のところ、筆者は母集団への帰属条件と

 して前期の条件を使っているので、このような微妙な差違は活用していない。このように、

 2号窯と3号窯の化学特性が微妙に異なるこがわかったので、両群のRb-Sr分布図を描い

 てみた。図2に示す。Rb-Sr分布図は各地の須恵器の地域差を有効に表示する分布図とし

 て知られる。図2で山海領域としてあるのは、今回分析した山海窯群の全サンプルを包含

 するようにして描いた定性的な領域である。この山海領域の内で山海3号窯のサンプルに

 Sr量がやや多く、偏在していることがわかる。この差違が図1の2群間判別図にも表われ

 た訳である。しかし、前述したように、この程度の地域差は目下のところ、産地推定には

 活用していない。むしろ、山海窯群として一括してとらえておく方が酒田市周辺の須恵器

 の伝播・流通の様相を探る上には有効である。

 次は山海窯群内の須恵器と須恵系土器の化学特性に違いがあるかどうかの問題である。

 須恵器の窯としては前記の2号窯、須恵系土器の窯として9号窯を選んで判別分析を試み

 た。その結果は図3に示す。D15)は山海9号窯の重心からのマハラノビスの汎距離である。

 この場合は重複領域に分布するサンプルが数点あるものの、多くはそれぞれ、2号窯領域、

 9号窯領域内に分布し、相互識別は部分的に可能であることを示している。このことは図

 4の山海窯群の須恵器と須恵系土器のRb-Sr分布図でも理解される。また、部分的な相互

 識別は可能であるとはいうものの、両群のサンプルはほとんどすべてが山海領域に分布し、

 山海窯群として一括できることも理解される。2号窯と9号窯の差違もあくまで山海窯群

 内での小さな地域差である。それが相互識別が部分的に可能である程度に差違があったと

 いうことである。このように通常、窯群内の個々の窯の化学特性は完全に一致している訳

 ではなく、2号窯と3号窯の例のように相互識別が難しい場合もあれば、2号窯と9号窯

 の場合のように、部分的に相互識別ができる場合もあるのが普通である。

 次に、泉谷地窯群の方をみてみよう。須恵器と須恵系土器の相互識別の結果を図5に示

 す。この場合、両群のサンプルの90%以上のものが重複領域に分布し、相互識別は難しい

 ことを示している。図6にはそのRb-Sr分布図を示してあるが、ここでも両者の相互識別

 が難しいことがよくわかる。山海窯群では須恵器と須恵系土器の相互識別は部分的に可能

 であったが、泉谷地窯群ではその可能性はほとんどないことがわかる。このことから、須

 恵系土器の素材粘土は特別に選別された訳ではないことがわかる。たまたま使った粘土が

 山海窯群では須恵器の粘土とは少し異なったのであり、泉谷地窯群では須恵器と同じ粘土

 が須恵系土器の材料となったのである。

 さて、ここで山海窯群と泉谷地窯群の相互識別について述べよう。両群の判別分析図を

 図7に示す。D(1)、D(21はそれぞれ、山海群、泉谷地群の重心からのマハラノビスの汎距

 離である。山海群には1号、2号、3号、4号窯の須恵器と9号窯の須恵系土器が含まれ
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 ており、泉谷地群にも須恵器と須恵系土器が含まれている。図7より、山海群のほとんど

 のサンプルは山海領域に分布しており、この領域に越境して分布する泉谷地群のサンプル

 はわずか2点である。したがって、泉谷地群から山海群を識別することは十分可能である。

 しかし、泉谷地群のサンプルの多くは泉谷地領域には分布せず、重複領域に分布し、また、

 同じ重複領域には山海群のサンプルも多少分布している。したがって、泉谷地群を山海群

 から識別する場合には誤判別の確立がある程度あることがわかる。この結果は図4、6の

 Rb-Sr分布図からも十分理解される。すなわち、両群のサンプルは多少とも重複して分布

 しているが、山海群の方にSr量が少し多く、泉谷地領域をずれた領域に多くのサンプルが

 分布している。このことが山海群を泉谷地群から識別する上に有効なのである。逆に、泉

 谷地群のサンプルの多くは両群の重複領域に分布しており、これが泉谷地群を山海群から

 識別する上に障害になっているのである。このように、山海群と泉谷地群も化学特性は比

 較的類似しているが、相互識別の可能性はあることがわかった。

 以上の結果、酒田市周辺の遺跡に地元産の須恵器が相当数、供給されていると予想され

 ているが、それが山海群側からか、それとも、泉谷地群側から供給されていたかという問

 題がある程度解決されることを示している。

 次に粘土である。山海窯群、泉谷地窯群内で採取した粘土のRb-Sr分布図を図4、6に

 示してある。山海窯群の粘土の中には須恵器とよく対応するものもあれば、少しずれて分

 布するものもあった。泉谷地窯群の粘土も須恵器と類似した化学特性をもつものの、ぴっ

 たりとは対応していない。粘土も須恵器と類似した化学特性をもつということは地元の粘

 土であるから当然ではあるが、ぴったりとは対応しないということはこれらの粘土がその

 ままでは須恵器の素材にはならなかったことを意味する。水簸効果の問題もあるかもしれ

 ない。このようなことは各地の窯跡群でもしばしばみられることであり、須恵器の素材と

 して、粘土が厳選されていたためであると考えられる。

 次に、天狗森窯の須恵器の化学特性は山海群か泉谷地群のどちらに類似しているかをみ

 てみよう。そのため、天狗森窯の須恵器の山海・泉谷地両母集団への帰属を調べてみた。

 その結果を図8に示す。半数近くは山海領域に分布し、泉谷地領域に分布するものは1点

 もない。とくに、境界線に着目すると、1点を除いてすべて、山海群側に分布する。この

 ことから、天狗森窯の須恵器の化学特性は山海群に類似していることは明白である。天狗

 森窯の須恵器のRb-Sr分布図を図9に示しておく。

 最後に、東田遺跡から出土した須恵器、須恵系土器の産地推定の結果について述べてお.

 く。山海、泉谷地両母集団への帰属を試みた結果を図10に示す。Nd5、6、7、10、11、

 12、13、それに、15の8点が山海領域に分布し、地元、山海窯群から供給されたと推定さ

 れた。ただし、このうち、Nα11、13、15の3点は天狗森窯産の可能性も十分考えられること

 は図8と比較すればわかる。No5、10、11、12、13、15は須恵器であり、No6、7の2点は

 須恵系土器である。ここで注目されるのは、泉谷地領域に分布したものは1点もなく、泉

 谷地群からの供給は全くなかったことを示している。したがって、両領域をずれたM1、



 2、3、4、8、9、14、の7点は地元産ではなく、外部からの搬入品と推定される。そ

 の産地は目下のところ不明である。今後、近辺にある鶴岡市内の荒沢窯群の化学特性をも

 調べ、それへの対応も検討する必要もあるであろう。

 次に、東田遺跡で採取された2点の火山灰の分析結果について説明する。

 Rb-Sr分布図を図12に示す。東北地方北部地域の平安時代の遺跡にはK、Ca、Rb、Srの

 4因子からみて、全く対照的な化学特性をもつ2種の火山灰があることはよく知られてい

 る。一方はK、Rb量がより多く、Ca、Sr量が少ないアルカリ質の火山灰で、朝鮮半島から

 飛来した白頭山火山灰と考えられている。他方はそれとは対照的な化学特性をもつアルカ

 リ土類質の火山灰で十和田a火山灰と考えられている。両者が同時に遺跡から出土すると

 きは必ずといってもいいくらい、前者が上位に堆積している。このような対照的な特性を

 もつ両者はRb-Sr分布図の上でも簡単に相互識別される。図12より、東田遺跡に堆積する

 火山灰は白頭山火山灰ではないことは明白である。十和田a火山灰の特性をもつ。ただ、

 十和田a火山灰の特性をもつからといって、直ちに十和田a火山灰だとは判定されない。

 その理由は東北地方の新生代の火山活動によって噴出した火山灰はすべて、十和田火山灰

 的なアルカリ土類質の特性をもつからである。したがって、ここでは十和田火山灰も含め

 て東北地方の火山で噴出した火山灰であると推定しておく。このことに関連して、今後、

 鳥海山の火山灰の特性も把握しておくことが必要であろう。





















 附編一2

 山海窯跡群における考古地磁気年代測定

 藤根久(パレオ・ラボ)

 1.はじめに

 山海窯跡群は、庄内平野の東部の標高30～40mの山間部にある。この山海窯跡群の立地す

 る地区では、近年まで瓦を作るための良質な粘土を産出する地域として特徴づけられてい

 る(山形県教育委員会・山形県埋蔵文化財緊急調査団、1991)。こうした良質の粘土の産地

 としての特異性は、山海窯跡群として成立した9世紀～10世紀においても、成立条件とし

 て極めて重要なものであったと想像される。この良質の粘土は、生石付近で見られる第四

 紀更新統(約180万年～1万年前)の庄内層群として知られる火山起源の堆積物(日本の地質

 『東北地方』編集委員会編、1989)の一部と考えられる。

 ここでは、この山海窯跡群で発掘調査された窯跡・土壙のうち、8基について考古地磁

 気による焼成時の年代の推定を試みた。

 2.考古地磁気年代推定の原理

 地球上には地磁気が存在するために、磁石は北を指す。この地磁気は、その方向と強度

 (全磁力)によって表される。方向は真北からの角度である偏角(Declination)と水平面から

 の角度である伏角(Inclination)とによって表す。磁気コンパスが北として示す方向(磁北)

 は、真北(地図上の経線方向)からずれており、この問の角度が偏角である。また、磁針を

 その重心で支え磁南北と平行な鉛直面内で自由に回転できるようにすると、北半球では磁

 針のN極が水平面より下方を指す。この時の傾斜角が伏角である。山形県酒田市の現在の

 偏角は約7.6。、伏角は約53。である。また、全磁力は、約0.450.(エルステッド)であ

 る。これら地磁気の三要素(偏角・伏角・全磁力)は、観測する地点によって異なった値に

 なる。全世界の地磁気三要素の観測データの解析から、現在の地磁気の分布は、地球の中

 心に棒磁石を置いた時にできる磁場分布に近似される。

 こうした地磁気は時間の経過とともに変化し、地磁気極もその位置を変えている。した

 がって、ある地点で観測される偏角・伏角の値も時代とともに変化する。また、その強度

 (全磁力)も変化する。この地磁気の変動を地磁気永年変化と呼んでいる。

 過去の地磁気の様子は、高温に焼かれた窯跡や炉跡などの焼土、地表近くで高温から固

 結した火山岩あるいは堆積物などの地磁気測定から知ることができる。大半の物質は、あ

 る磁場中におかれると磁気を帯びるが、強磁性鉱物(磁石になれる鉱物)はこの磁場が取り

 除かれた後でも磁気が残る。これが残留磁化である。考古地磁気では、焼かれた土の残留

 磁化(熱残留磁化)が、焼かれた当時の地磁気の方向を記録していることを利用する。すな

 わち地磁気の化石を利用することになる。こうした地磁気の化石を調べた結果、地磁気の

 方向は少しづつではあるが、変化しており、その変化は地域によって違っていることが分

 かっている。特に、過去2,000年については、西南日本の窯跡や炉跡の焼土の熱残留磁化の
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 測定から、その変化が詳しく調べられている(広岡、1977:図1∫Shibuya、1980)。その偏角

 は20°W～15°E、伏角は35°～60°の間で変化している。

 年代のよく分かっている遺跡の焼土や火山岩などの熱残留磁化測定から図1で示したよ

 うな地磁気永年変化の標準曲線が得られると、逆に、年代の確かでない遺跡の焼土の残留

 磁化測定を行い、先の地磁気永年変化の標準曲線との比較から、その焼成時の年代が推定

 できる。また、年代が推定されている遺跡焼土についても、遺物とは違った方法で焼成時

 の年代を推定できることから、さらに科学的な裏付けを得ることができる。この年代推定

 法が考古地磁気による推定法である。ただし、この方法は、14C年代測定法などの他の絶対

 年代推定法のように、測定結果単独で年代の決定を決定するものではない。すなわち、焼

 土の熱残留磁化測定から得られる偏角および伏角の値からは複数の年代値が推定されるが、

 いずれを採用するかは、考古学年代に依存することになる。
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 3.試料採取および残留磁化測定

 考古地磁気による年代推定は、(a)測定用試料の採取、(b)熱残留磁化測定およびデータ解

 析を行い、地磁気永年変化の標準曲線ζの比較を行い、焼土の焼成時の年代を推定するも
 のである。

 a.測定用試料の採取および整形

 各遺構ごとに①一辺数cmの立方体試料を取り出すため、瓦用ハンマーを用いて、試料の

 周囲に溝を掘る。②薄く解いた石膏を試料全体にかけ、試料表面を補強する。③やや固め

 (練りハミガキ程度)の石膏を試料上面にかけ、すばやく一辺5cmの正方形のアルミ板を押

 し付け、石膏が固まるまで放置する。④石膏が固まった後、アルミ板を剥し、この面の最

 大傾斜の方位および傾斜角を磁気コンパス(考古地磁気用に改良したクリノメータ)で測定

 し、方位を記録すると同時に、試料上面に方位を示すマークと試料番号を記入する。⑤試

 料を掘り起こした後、試料の底面にも石膏をつけて補強し、持ち帰る。⑥持ち帰った試料

 は、ダイヤモンド・カッターを用いて一辺3.5cmの立方体に切断する。切断面が崩れないよ

 うに、一面ごとに石膏を塗って補強し、熱残留磁化測定用試料とする。

 山海窯跡群で採取した試料は、D区SQ1から12個、SQ2から11個、SQ3から12個、SQ4か

 ら11個、SQ16から11個、SQ9から11個、SQ14から10個、さらにC区SQ1から12個の計89個

 である。なお、この試料のうち、試料の運搬および整形時に3個破損したため、測定対象は

 計86個である。

 b.熱残留磁化測定とデータ解析

 試料の熱残留磁化測定は、リング・コア型スピナー磁力計(SMM-85):㈱夏原技研製)を使

 用した。熱残留磁化測定によって得た値は、真北を基準とする座標に対する数値に変換・

 補正する。この変換および補正は、地理的緯度・経度については、25,000分の1地形図か

 ら読み取り、編角については、建設省国土地理院の1980年の磁気編角図から読み取った

 7.6°Wを使用する。

 遺構ごとに、複数個の試料の測定から得た偏角(Di)、伏角(Ii)を用いて、Fisher(1953)の

 統計法により平均値(Dm、Im)を求める。

 n組の(Di、Ii)より

 N=Σcosli・cosDi(北向きの成分)

 E=ΣcosIi・sinDi(東向きの成分)

 Z＝Σsinli(鉛直の成分)

 を求める。さらに、合成ベクトルRおよびDm、Imは、

 R＝(Z2+N2+E2)
Dm=tan-1E/N

Im=sin-1Z/R

 で与えられる。
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 このとき、信頼度係数kは、

k=(n-1)/(n-R)

 とな・。kが大きいほど、方向の集中はよい。よく焼けた窯跡では100以上の値になる。

 誤差角αg5は、危険率5%として,

 α95ニcos-1[1一(n-R){(20)1ノ(n-1)一1}/R]

 で与えられる。αg5が小さいほど、方向の集中はよく、よく焼けた窯跡では数度以内にな

 る。

 α95より、Dm、Imのそれぞれの誤差の幅として、

dDm=α95/coslm

dlm=α95

 が求められる。

 以上のようにして得られた計算結果を、各遺構を代表する考古地磁気データとする。

 なお、考古地磁気年代推定の原理や測定方法については、中島・夏原(1981)に詳しい。
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 4.熱残留磁化測定結果

 熱残留磁化測定結果を表1、表2および図2に示す。表1は、ここの試料の熱残留磁化

 測定結果である。表2は各遺構についての磁気方向の平均値(Dm、Im)、誤差角(αg5)、信

 頼度係数(k)および平均磁化強度を示す。なお、試料数nは、平均値(Dm、Im)を求める計

 算に供した試料数である。すなわち、外と大きく異なる方向を示す試料については、平均

 値の計算から除外したものがあるからである。また、図2は、表2の測定結果をシュミッ

 トネット投影図に投影したものである。

 いずれの試料も、その熱残留磁化強度が、10-2～10-3emu程度と極めて強く、かなり高

 温で焼成されていることを示しており、考古地磁気による年代推定に適した試料と言える。

 個々の遺構についての偏角および伏角の平均値についての誤差角α95から、D区SQ9を除

 いて、今回の測定結果は信頼度の高いものと言える。

 5.考古地磁気年代測定

 焼土の焼成の年代推定は、Fisherの統計法による補正後の偏角・伏角値と図1に示した標

 準曲線との比較により行うのであるが、図1に示した標準曲線は西南日本でのものであり、

 単純に比較・決定できるものではない。現在でも京都と酒田では、偏角で約1度、伏角で

 約5度の違いがある。これは、焼成当時においても同程度の差があったものと考えられる。

 そこで、焼成年代の推定に際し、標準曲線の伏角を5度不解放に補正して推定を試みた(図

 3)。なお、偏角は1度程度で誤差角の範囲に入るため、補正は行わなかった。

 その結果、D区SQ1が850±30、同SQ2が800±25、同SQ3が780±25、同SQ4およびSQ16

 が780±50と推定される(表3および図3)。ここに付記した年代誤差は、統計誤差から推定





 される経験的な年代誤差を示している。すなわち、この年代幅の中であればどの年代をと

 ってもよい範囲を示している。これらの推定値は、考古学年代に比べ100年～数十年古い年

 代値となっている。なお、D区SQ9は、誤差角αg5が4.6度と大きく、年代を推定するには不

 適当である。このαg5が大きくなった原因は、磁化強度にバラツキがあり、焼成が不十分で

 残留磁化が不安定であることが考えられる。D区SQ14およびC区SQ1は、偏角が東に偏り、

 伏角が深く、永年変化曲線から大きく外れているため、焼成年代の推定ができなかった。

 この原因は、焼土としてはまとまっており、αg5もかなり小さいことから、残留磁化が不安

 定とは考えられない。これは他の焼土と比較して強度が低い傾向があり、放棄された後の

 撹乱などが想像される。炉跡や焼土壙などのあまり高温になっていない焼土は、機械強度

 が弱く、移動あるいは回転が大きな問題となる。
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 6.おわりに

 今回、山海窯跡群の8基の窯跡及び焼土壙について、考古地磁気による焼成時の年代推

 定を試みた。その結果、推定ができなかったD区SQ9、SQ14およびC区SQ1を除いては、考

 古学年代に比べ100年～数十年程度古い年代値となった。このことは、以下にに述べる問題

 点が大きく関係しているものと考えられる。すなわち、ここで適用した地磁気永年変化の

 標準曲線は、西南日本での熱残留磁化測定の結果から得たものであり、緯度・経度の異な

 る地域に対して適用してよいものかどうかが問題である。広岡他(1983)、中島他(1989)は、

 地磁気永年変化の地域差を指摘している。今後、この地域での年代推定の精度を上げるに

 は、東北地方における地磁気永年変化の標準曲線を早期に確立すべきと考える。
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 附編一3

 山海窯跡群C調査区SQ1製鉄遺構出土鉱滓の分析

 山形県工業技術センター

 1.分析資料

 Nol　　山海窯跡群C調査区SQ1製鉄遺構出土鉱滓

 No2　山海窯跡群C調査区SQ1製鉄遺構出土鉱滓

 No3　山海窯跡群C調査区SQ1製鉄遺構出土鉱滓

 No4　酒田市豊原遺跡出土鉱滓(比較試料)

 No5　酒田市豊原遺跡出土鉱滓(比較試料)

 2.分析方法

 1)X線マイクロアナライザーによる分析

 試料をカットし、水・アセトンによる洗浄を行い、試料にPtを蒸着し、3
 ～4箇所の分析箇所を設け、20KVの加速電圧を行う。使用機器は、日本電
 子JED-2000・JsM-T220Aである。

 2)X線回析装置による分析

 試料を3分間振動ミルにかけ約5mm程度に粉砕し、X線回析装置にかける。使用機

 器は、リガクRADIIである。
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 附編一4山海窯跡群B調査区EU1中の土壌分析とC調査区SQ1出土木炭の樹種同定

 1.合わせ口埋設甕内土壌のリン・カルシウム分析  パリノ・サーヴェイ株式会

 1-1.目的および試料

 本遺跡では、山地斜面の製鉄遺構近くで検出された土坑の中に口径約25㎝、器高約34㎝

 の合わせ口埋設甕(EUI-A・B)が出土した。考古学的所見によれば、この甕の時代は平安

 時代とみられ、その用途は、九州や近畿で出土する合わせ口かめ棺と形が類似しているこ

 とから、埋葬施設遺構として機能していたと考えられている。しかし、県内でこれに類似

 する出土例は少なく、また、九州・近畿のかめ棺に比較すると規模が小さく、しかも出土

 地点がのぼり窯の近くであることから、埋葬施設よりも祭祀的なことに使用された可能性

 も考えられないわけではない。ただし、現段階では前者の埋葬施設として機能していた説

 の方が有力である。甕の中の保存状態については、外部から混入したと思われる土が甕全

 体に存在し、けして良い状態とは言えず、甕の中に人骨などの遺物は検出されていない。

 したがって、今回の分析目的は、甕内に埋設している土のリン酸およびカルシウムの含量

 から人骨埋納の痕跡を定性的に探り、かめ棺として機能していたか否かの検討を行うこと

 にある。

 試料は、EUI-A・B内部の土を甕の中心部と側面を重点に各5点づつ合計10点採取し、

 分析に供試した。

 1-2.分析方法

 粉砕、箭別した試料について、硝酸・過塩素酸分解を行った後、リン酸についてはバナ

 ドモリブデン酸法、カルシウムについては原子吸光光度法によりそれぞれ測定した。

 1-3.結果

 結果は、表1に示した。

 リン酸:各試料とも0.5㎎以下の値を示しているが、この値は、(GH.Bolt・M.GM.

 Bruggenwert編著岩田他訳、1980)が述べている「土壌は普通0.1～0.25%(単位を㎎/9

 で示すと1.0～2.5㎎/9となる)のリン酸(P205)を含み、この値は例外的な条件下では

 0.5%(5.0㎎/9)に達することもあるが、この濃度は極端な値とされている。」ことから判

 断すると著しく少ない含量である。また、山崎の「わが国で調べられた土壌中の全リン酸

 は0.054～0.121%(0.54～1.21㎎/9)平均して0.108%(1.08㎎/9)となる(山崎,1966)」

 リン酸量と比較してもかなり少ないと言える。ただ、相対的に含量をみると試料番号3・

 4で僅かに高い傾向が認められる。

 カルシウム:各試料ともに0.5㎎以下の値を示している。一般に土壌中におけるカルシウ

 ム含量は、通常酸化カルシウム(Cao)として0.1～5.0%(1～50㎎/9)含まれていると

 言われているが(地質調査所技術部化学課編、1976)、それに比較してもかなり少ない含量

 と言える。しかし、試料番号3・4ではリン酸と同様、僅かに高い傾向にある。
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 1-4.考察

 以上の結果から、絶対量的にはリン酸・カルシウムともに特徴ある高濃度な集積はなく、

 甕内に人骨埋納の痕跡は認めにくい。しかし、出土した際の甕の保存状態があまり良くな

 いことから、外部からの影響をかなり強く受けている可能性が示唆される。このことを考

 慮すると、試料番号3・4におけるリン酸およびカルシウム含量の僅かな高まりはリン酸・

 カルシウム成分の多かったものが外部の影響によって拡散し、低濃度になってしまったと

 も考えられる。ただし、今回の分析により得られる情報はここまでが限界であり、この相

 対的な僅かな高まりをさらに追及するには、内部の土と外部の土のリン酸およびカルシウ

 ム含量のばらつきをみること、各試料のリン・カルシウムの形態別定量を試みること、あ

 るいは脂肪酸分析などによる有機成分の定量を行うなどの新たな展開が必要と思われる。

 引用・参考文献

 土壌標準分析・測定法委員会編(1986)土壌標準分析・測定法.354P.,博友社.
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 京都大学農学部農芸化学教室編(1957)農芸化学実験書(第1巻).411P.,産業図書.地質

 調査所技術部化学課編(1976)地質調査所化学分析法、Nα50、P.57.

 山崎傅(1966)微量要素と多量要素一土壌・作物の診断・対策一.P.126.,博友社.



 2.製鉄遺構出土炭化材の樹種

 2-1.試料

 試料は、山海窯跡群のC調査区SQ1の製鉄遺構から出土した炭化材10点である。

 製鉄遺構は山地斜面に立地し、平安時代のものと考えられていぐ。炭化材は遺構覆土中か
 ら多量に出土し、製鉄に関する燃料材と考えられている。

 2-2.方法

 試料を乾燥させたのち木口.柾目・板目の3断面を作製、走査型電子顕微鏡(無蒸着・反

 射電子検出型)で観察・同定した。

 2-3.結果

 同定結果を表2に、試料の電子顕微鏡写真を図版1,2に示す。10点のうち、No1,7,

 10試料の同定にはさらに検討を要すため現時点では広葉樹散孔材としておく。他の7点は

 以下の5種類に分類された。なお、Nα7とNα10の材は解剖学的特徴が類似しており、同一種

 類と思われる。

 試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなものである。なお、科名・

 学名・和名および配列は基本的に「日本の野生植物木本1・II」(1989)にしたがった。

 ・スギ(0ηψ如嬲物勿。η初)スギ科

 早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広く、年輪界は明瞭。樹脂

 細胞はほぼ晩材部に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁

 は滑らか、分野壁孔はスギ型(Taxodioid)で2～4個。放射組織は単列、1～15細胞高。

 ・コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種(Q聯偽s幼g既.Lゆ40勧伽欝s観..P励柳.)

 ブナ科

 環孔材で孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら火炎状に配列

 する。大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄く、横断

 面では多角形、ともに単独。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵

 状～網目状となる。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合組織よりなる。柔

 組織は周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

 ・クリ(C襯伽8α㎝2㎜如)ブナ科

 環孔材で孔圏部は1～4列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら火炎状に配列

 する。大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および2～3個が斜(放射)
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 方向に複合、横断面では角張った楕円形～多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿孔を有

 し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単
 列、1～15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

 ・シキミ類似種(α:1耽伽吻㎎互ゆ0膨〃Z)モクレン科

 散孔材で管壁厚は中庸～薄く、横断面では多角形、単独または2～4個が複合する。道
 管は階段穿孔を有し、段は多数、壁孔階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状
 ～階段状となる。道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II～1型、1～
 2細胞幅、1～20細胞高。年輪界は不明瞭。

 ・カエデ属の一種(ノ40卯砂.)カエデ科

 散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2～3個が複合、晩材部

 へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁に

 はらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1～5細胞幅、1～30細胞高で時に100細胞

 高を越える。柔組織はターミナル状、周囲状または随伴散在状、接線状。年輪界はやや不

 明瞭。

 2-4.考察

 No1・7・10以外の7点はいずれも薪炭材としての用途をもつ樹種であった。このうち

 の3点を占めるコナラ節は、薪炭材としてはクヌギ節に次ぐ優良材とされ、各地の遺跡か

 ら燃料材としての報告がある。富山県の椎土遺跡の製鉄炉ではコナラ節が多く検出されて

 おり(林,1988)、新潟県の真木山製鉄遺跡ではクリが最も多く出土し、次いでコナラ節が

 多く出土している。これはコナラ節やクリの材は硬堅であるため、燃えにくいが一度火が

 つくと長時間一定の火力を保つことができ、製鉄用の炭として適していたためと考えられ

 ている(林,1988)。

 本遺跡においても、10試料のうち4試料がコナラ節とクリであったが、残りの6試料は

 5種類(種類不明も含む)の材からなり、試料数の割に種類数が多い。今回の分析は、資料

 数が10点と少なく、製鉄に適した樹種を選択していたかどうかは、現時点では判断できな

 い。今後、出土した材の同定数を増やすことにより推定が可能となるだろう。
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 SQl土層注記

 1.暗褐色(10YR%)シルト
 2.赤褐色(5YR%)窯壁
 3.褐色(7.5YR%)シルト
 4.暗青灰色(10BG%)窯壁
 5.明黄褐色(10YR%)窯壁
 6.黄褐色(10YR%)シルト
 7、暗褐色(10YR%)シルト
8.
 状に含む。

 9.褐色(10YR%)シルト
 10、褐色(7.5YR%〉シルト
 11.黒色(10YR%)シルト
 12.暗褐色(10YR餌)シルト
 13.暗赤褐色(5YR%)シルト
 14.暗青灰色(10BG%)シルト
 15.青灰色(5BG%)窯壁
 16.淡黄色(2.5Y%〉窯壁
 17.明褐色(7・5YR%)窯堅'
18.
19.

 20.榿色(5YR%)窯底

21.
22.

 23.榿色(7.5YR%)窯底

24.
25.

26.

 27.黒褐色(2.5Y%)砂

 も含む。
28.

 29.明赤褐色(10R%)窯壁

30.
31.

32.

33.

 赤褐色焼土粒を10%含む。しまっている。

 天井・窯壁の崩落層。酸化状態。
 赤褐色焼土粒・窯壁ブロッタを多量に含む。
 黄褐色(10YR%)粘土質シルト

 天井部分の崩落層。環元状態

 天井部分の崩落層。
 榿色の焼土粒を50%、炭化粒を1%含む。
 焼土粒を10%含む。しまっている。
 焼土粒を20%と明黄褐色シルトを点

 褐色シルト・黄褐色シルト粒を30%含む。

 焼土粒を少量含む。やわらかい。
 赤褐色焼土粒を1%含む。しまっている。
 11の土を斑状に含む。しまっている。

 焼土塊を含む。やわらかいがしまっている。
 4の窯壁が崩れたもの。

 スサを含む。固く焼けているが、崩れやすい。
 スサを含む。固く焼けている。

 固く焼けている。
 オリーブ褐色(2.5Y髪)シルトスサと斑状に3の土を含む。

 極暗赤褐色(2.5YR%)窯底固く焼けている。
 固く焼けている。

 赤褐色(5YR%)シルト質粗砂さらさらしている。
 灰オリーブ色(7.5Y%)窯底砂質のブロック状。還元状態。
 ブロック状。酸化状態。

 オリーブ褐色(2.5Y%)砂質ブロックしまっている。
 オリーブ褐色(2.5Y%)砂質ブロックしまっている。
 灰色(10Y%)砂質ブロックしまっている。
 暗オリーブ灰ブロックと炭化物を20%含む。土器

 明褐色(7.5YR%)砂質ブロック酸化状態。固くしまっている。

 固く焼けている。
 明赤褐色(7.5YR%)砂質シルト熱を受けた地山。酸化状態。

 暗赤褐色(2.5YR%)砂質シルト熱を受けた地山。30より酸化が激しい。
 灰オリーブ色(7.5Y%)窯底砂質でブロック状。環元状態。
 明黄褐色(10YR%)粘土質シルトほぼ純粋。しまっている。



























 SQ2土層注記

 1.暗褐色(10YR%)シルト明褐色焼土粒子を1%含む。しま
 っている。

 2.黒褐色(10YR%)シルト明褐色焼土粒子を5%と炭化粒子を
 含む。

 3.暗褐色(10YR%)シルト明褐色焼土粒子と炭を10%含む。
 しまっている。

 4.褐色(10YR%)シルト5と炭を10%含む。しまっている。
 5.明褐色(7.5YR%)窯壁天井と壁の崩落層。多くの土器を含
 む。酸化状態。

 6.暗褐色(10YR箔)シルトしまっている。
 7.暗褐色(10YR%)シルト灰色砂質ブロックと5を斑状に含
 む。

 8.オリーブ褐色(2.5Y%)粘土質シルト5の焼土粒を含む。し
 まっている。

 9.褐色(10YR%)粘土質シルト5の焼土粒とスサを含む。
 10.オリーブ褐色(10YR%)粘土質シルト明褐色焼土粒を30%
 含む。しまっている。

 11.褐色(10YR%)シルト炭を1%と5の焼土をブロックで30
 %含む。

 12.明黄褐色(10YR%)窯壁天井部分の崩落層。スサを含む。
 酸化状態。

 13.暗オリーブ灰色(5GY%)窯壁天井部分の崩落層。スサを
 含む。環元状態。

 14.褐色(10YR%)砂質シルトオリーブ褐色砂質シルト斑状に
 含む。

 15.黄褐色(10YR%)シルト少量の焼土量を含む。やわらかく
 しまりなし。

 16.榿色(7.5YR%)窯底ブロック状に固まっているが、崩れや
 すい。酸化状態。

 17.オリーブ灰色(5GY9く)窯壁スサを含み、ブロック状でし
 まっている。

 18.黒褐色(2.5Y男)砂質窯底固くしまっている。環元状態。
 19.暗赤褐色(2.5YR%)窯底ブロック状で、崩れやすい。酸化
 状態。

 20.褐色(7.5YR%)砂質シルト熱を受けた地山。少量の焼土粒
 を含む。

 21.明赤褐色(5YR%)砂質シルト熱を受けた地山。しまって
 いる。

 22.暗赤褐色(2.5YR%)細砂熱を受けた地山。
 23.黒色(10YR1召)シルト1の粒子を少量含む。
 第56図D調査区SQ2窯跡









 9D調査区の遺物(第44～55・57～59・61～66・68～71・74・75・77～82図

 表一9～17図版40～66)

 出土遺物は、土師器・須恵器・赤焼土器・紡錘車である。総数は、69,235点を数え、窯

 跡・ステ場出土は52,536点で、うち須恵器86%、赤焼土器14%の割合である。実測復元を

 含め図示できたのは、SQ1～4・9・14・16、ST36、SK7・11・15・16・43出土遺

 物で、その内容について概括する。

 須恵器坏は、口径に対する底径指数40前後、及び同じく器高指数30前後の分布領域に

 まとまる大きさである。体部立上りが直線的に開くものや口縁部で少し外反するものが、

 共通してみとめられる形態である。うちSQ1には、短く屈曲気味に外反するものがある

 (第44図16・17)。底部切り離しは、回転糸切り離し無調整である。ST36に1点のみであ

 るが、底径が比較的大きく器高の低い、底部ヘラ切り離しの土器がある(第77図4)。

 高台付坏は、口縁部形態は、坏同様に直線的に開くものと少し外反するものがある。高

 台は、全体に低い。口径・器高の大きさにより、口径13～15cm・器高6cm前後、及び口径

 12㎝・器高5cm前後の2群に分けられる。それ以外に、SQ3ステ場から口径10cm・器高

 5cm未満の小形のもの(第65図25)、及び器高4cmの身の浅い土器(第65図26)がみとめられ

 た。また、第69図1は、口径17.2cmの大ぶりな土器で、外面にロクロナデ、内面にミガキ

 を加え少し黒ずんでいる。還元焔焼成されているが、内面黒色処理を行う土師器の範疇に

 入るものと考えられる。

 皿は、SQ3に特徴的な体部から口縁部まで直線的に立上るもの、口縁部が外反するも

 の、さらに下に屈曲する群、体部がほぼ平らに開くもの(第50図25)がある。高台は、長く

 外傾するものが一般的で、中に外蛮するものや短く直立するものがある。底部は、回転糸

 切り離しである。また、第29図29・30は、口径・器高の大きい土器で、口縁部端が直立し

 外周に細い凹線を巡らすものである。無台のものは、1点みとめられる(第50図28)。器高

 1.7㎝と浅く、体部から内蛮気味に立上る。第50図31は、底面及び外周にヘラ削り調整が行

 われ、身込みには同心円状に掻いた痕が残り、剥落痕は明瞭でないがその部分には、受け

 る台が付く(註1)と推定されることから、托と考えられる(註2)。第66図8も台が欠落して

 いるが、同様の器種が想定される。

 蓋は、天井部の調整がほとんどナデによるものである。ケズリによるものは、わずかS

 Q3出土1点(第61図4)と、ST36出土3点(第77図1～3)のみである。切り離しは、回

 転糸切り離しの痕跡を残す。つまみは、偏平である。肩が張り天井部から体部の変換点が

 明瞭なのは、ST36のもので作りも比較的丁寧である。窯跡出土の土器は、肩が張るもの

 と、体部が全体になで肩で緩やかなものがある。その口縁部端は直立に屈曲するものや上

 に折れてから端を屈曲するもの、あまりつよく引き出さないものに分けられる。なお、S

 T36出土の1点は、内面身込みに墨痕がみとめられ、転用硯に用いられたものと考えられ

 る(第77図3)。また、SQ1ステ場出土の2点は、器高が高く、体部中位下から口縁部が

 直立する土器で、短頸壷に伴う葦と考えられる(第48図11・12)。
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 SQ3土層注記
1.

2.

5.

6.

7.

 10.青灰色(10BG%)窯壁
11.

 12.黒色(10YR劣)シルト

 暗褐色(10YR%)シルト焼土粒・焼土塊・小量の炭化粒
 を含む。
 暗褐色(7.5YR財)シルト多量の焼土粒を含む。やわらか
 くもろい。
 褐色(7.5YR%)シルト多量の焼土粒を含む。やわらかい。
 明赤褐色(5YR%)窯壁固く焼けている。外側は赤く、
 内側は白味を帯びる。
 赤褐色(5YR%)窯壁天井と壁の崩落層。一部スサを含
 む。酸化状態。
 にぶい赤褐色(5YR%)シルト焼土をブロック状に含み、
 易弓レ、*占'1生をもつ。
 褐色(10YR%)シルト明黄褐色粘土ブロックを含む。や
 わらかくしまりなし。
 極暗赤褐色(5YR%)焼土炭代粒・細砂を含む。しまりなし。
 にぶい黄色(2.5Y%)窯壁酸化状態と還元状態の間の窯壁。
 スサを含む。

 天井部分の崩落層。スサを含む。
 褐色(7.5YR%)シルト炭化粒・焼土粒・窯壁ブロッタを
 含む。固くしまっている。

 微量の炭化粒を含む。固くしまっ
 ている。

 13、極暗褐色(10R%)焼土
 14.暗青灰色(5BG%)窯壁固く焼けている。還元状態。(II次)
 15.黄褐色(10YR%)窯底固く焼けている。還元状態。
 16.青灰色(5BG%)窯底固く焼けている。還元状態。
 17.極暗赤褐色(7.5%)砂質シルト熱を受けた地山。酸化状態。
 18.褐色(10YR%)シルト微量の炭化粒・焼土粒を含む。固

 くしまっている。















 SQ4土層注記
 1.暗褐色(10YR%)シルト5の粒土粒を1%

 含む。しまりなし。
 2.黒褐色(10YR%)シルト5の粒土粒をブロ

 ッタ状に30%含む。しまっている。
 3.褐色(7.5YR%)粘土質シルト赤褐色粘土質

 シルトを3%含む。
 4.明褐色(7.5YR%)窯壁天井部分の崩落層。

 一部スサを含み、固くしまっている。
 5.黄褐色(10YR%)焼土粒ブロック状で、ス

 サを含む。
 6.暗褐色(10YR%)粘土質シルト木の根を含

 む。ややしまっている。
 7.暗青灰色(10G%)窯壁天井部分の崩落層。

 一部スサを含み、固くしまっている。
 8.灰オリーブ色(7.5Y%)窯壁天井部分の崩落

 層。ブロック状で、固くしまっている。
 9.黒色(10YR劣)粘土質シルトしまっている。
 10.黄褐色(2.5Y%)窯底環元状態。しまってい

 るが、崩れやすい。
 11.榿色(7.5YR%)窯底酸化状態。固くしまっ

 ている。
 12.黒褐色(7、5YR%)シルト熱を受けた地山。

 しまっている。酸化状態。
 13.にぶい褐色(5YR%)シルト熱を受けた地

 山。しまっている。酸化状態。
 14.暗赤褐色(5YR%)砂質シルト熱を受けた

 地山。しまっている。13より酸化が激しい。
 15.にぷい黄褐色(10YR%)粘土質シルトしま

 っている。


